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ご  挨  拶 

 

山口県高等学校教育研究会        

学校図書館部会 理事長 村 山 晋 一 

 

山口県高等学校教育研究会学校図書館部会の皆様におかれましては、平素から本県教育、

とりわけ、学校図書館活動の充実、発展に向けてご尽力をいただいており、心から敬意と

感謝を申し上げます。 

さて、新しい学習指導要領総則では、各教科・科目等の指導について、「生徒の思考力、

判断力、表現力等をはぐくむ観点から、基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習

活動を重視するとともに、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を図

る上で必要な言語環境を整え、生徒の言語活動を充実すること。」とするとともに、「生徒

が情報モラルを身に付け、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を適切か

つ実践的、主体的に活用できるようにするための学習活動を充実するとともに、これらの

情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。」とし、

これらが、探究活動の充実やＧＩＧＡスクール構想へとつながっています。その一方で、

「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、生徒の主体的、意欲的な学習活動

や読書活動を充実すること。」とし、「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには学

校図書館の利活用が重要であることを示唆しています。 

ここで示されている学校図書館の「機能」とは、言うまでもなく、「読書センター」「学

習センター」「情報センター」の３つのセンター機能を指しています。 

「読書センター」としては、これまでも生徒の創造力を培い、学習に対する興味・関心

等を呼び起こし、豊かな心をはぐくむ、自由な読書活動や読書指導の場として、学校図書

館やその蔵書の活用促進に取り組んでいただいているところですが、ＤＸ（デジタル・ト

ランスフォーメーション）の進展とともにタイパやコスパを追求する風潮が強まり、（活字

離れではなく）紙の本離れが急速に進んでいます。しかし、読書とは本来、ゆったりと活

字と向き合う時間やその余韻を楽しむものであり、読書の持つ深い思考や集中力の向上、

豊かな心を醸成する力は、何ものにも代えがたいものです。子どもたちが自由に好きな本

を選び、静かに読みふける場を提供する。様々な本を紹介して、読書の楽しさを伝える。

学校図書館として当たり前の取組がさらに重要性を増しています。 

一方、「学習センター」「情報センター」としては、学校図書館機能の計画的・継続的利

活用に向けた授業者への啓発活動とともに、授業者と連携した図書館資料の充実も必要で

す。さらに、デジタルコンテンツの導入、デジタル・パスファインダーの作成など学校図

書館のデジタル化や、ＧＩＧＡ端末を活用した地域図書館等の外部機関との連携も期待さ

れています。 

デジタル化が急速に進む中、学校図書館運営は大きな潮目の中にあります。本を読む楽

しさや豊かな心を育む図書館（不易）と、デジタルと紙の本をつなぐ知識や情報の集積機

関としての図書館（流行）。それぞれの機能を融合した学校図書館運営が、今求められてい

ます。 

最後に、この研究紀要をまとめるに当たり、御協力いただきました皆様に心から感謝申

し上げますとともに、各学校における学校図書館活動がより一層充実したものとなります

よう祈念申し上げ、発刊のご挨拶といたします。 



読書活動の推進について 

 

教育庁高校教育課   

指導主事 武部 拓郎  

 

 はじめに、研究誌「図書館研究第２９号」の刊行を心からお喜び申し上げます

とともに、読書活動の推進ならびに学校図書館の活性化に向けた先生方の日々の

熱心な取組に敬意を表します。 

さて、御承知のとおり、令和６年３月に「山口県子ども読書活動推進計画第５

次計画」が策定され、今後５年間の本県における子どもの読書活動の推進に関す

る施策の方向性や取組が示されました。基本方針に「家庭、地域、学校等が連携

した社会総がかりによる読書活動の推進」が掲げられ、「不読率の低減に向けた

読書活動の推進」、「多様な子どもたちの読書機会確保」、「デジタル社会に対

応した読書環境の整備」、「子どもの視点に立った読書活動推進」等の取組が求

められているところです。高等学校においては、国の計画においても指摘されて

いるように、不読率の高さが課題となっており、高校生が主体的に読書に興味・

関心を持てるような取組を推進していく必要があります。これまでもお取り組み

いただいているところですが、生徒たちが読書を楽しむ習慣を身に付けられるよ

う、全校体制の読書活動を充実するとともに、授業における学校図書館の活用促

進、特に探究的な学習活動における活用等により、学校図書館の利用促進を図っ

ていただきますようお願いいたします。  

また、基本方針には、幼保・小・中・高と切れ目のない読書活動の推進を行う

ことにより、全ての子どもたちが、主体的な読書活動を行えるように必要な体制

の整備に努めるとあります。高等学校においても、小学校や中学校における取組

を踏まえて、読書活動の推進を行っていくことが求められているところです。 

そうした中、本年度は、第３１回山口県学校図書館研究大会山陽小野田市大会

が「『生涯の学習基盤を支える学校図書館の在り方』～学びを広げ豊かな心を育

む活動の展開～」を研究主題に開催されました。小学校、中学校、高等学校それ

ぞれの研究発表が行われ、優れた実践事例や各学校の現状・課題が共有され、校

種を越えて学び合う、大変意義深い研修機会となりました。学校図書館が学校の

教育活動の中心となって機能し、生徒たちが知的好奇心を醸成する開かれた学び

の場となりますよう、先生方には引き続きお力添えをお願いいたします。  

 終わりになりますが、先生方のますますの御活躍と山口県高等学校教育研究会

学校図書館部会のさらなる御発展を祈念いたしまして、挨拶とさせていただきま

す。 



令和５年度高教研学校図書館部会 総会・研究大会の概要 

 

日 時 令和５年９月２９日（金） 13:30～16:20 

場 所 山口県立山口図書館レクチャールーム 

13:00～ 
13:3

0 

13:30～ 
13:40 

 

13:40～ 
14:20 

14:30～ 
15:00 

15:10～ 
16:10 

16:10～ 
16:20 

受付 
開会行
事 総会 事例発表  

研究協議 
情報交換 

閉会行
事 

・事例発表；慶進中学校・高等学校  教  諭 河 村  真 二 

・講  評；山口県教育庁高校教育課  指導主事 武 部  拓 郎 

   参加者 ３１名（指導助言者を含む） 

 

総会議事 

１ 令和４年度事業報告・令和４年度決算報告及び監査報告 

  

２ 令和５年度事業計画・令和５年度予算 

 

３ 連絡・報告（総務部） 

 ・令和６年度研究大会は「第３１回山口県学校図書館研究大会」として実施 

  総会は、書面会議（メール往来）とする。 

 

４ 協議 

(1) 次年度以降の部会運営について 

 ・読書ノート事業の廃止により、事業部収入がなくなる。 

  過年度の残金を切り崩しながら、コンパクトな運営をめざす必要がある。 

(2) 読書感想文コンクールについて 

 ・各校の応募数や、地区の規模に合わせた出品数を次年度以降検討していく。 

 ・『青少年読書感想文全国コンクール』への対応に関する提言 

  生成型ＡＩを悪用した不正使用を防ぐため、文科省からも「読書感想文コン

ル」に対する慎重な対応が求められている。これを踏まえ、生徒への安易な 

強制は避けて欲しい。 

(3) 学校図書館に係る要望について 

 ・従前のように毎年要望書を作成することはしないが、学校図書館に関し、要

望すべきことがあれば、その都度理事長が関係部署と折衝する用意はある。

各校で困ったことや、要望してほしいことがあれば理事長校（総務部）に連

絡されたい。 

 

 



研究協議・情報交換  

・参加者全員が班に分かれ、読書活動や学校図書館運営に係る諸々について話し合った。 

・話し合った内容を「班別座談会記録」（Wordファイル）にまとめ、Teamsで共有した。 

   

協議後の発表要旨 

①班 読書感想文について→授業で、選書や書き方の指導をする。スクリーンを使って推薦書の紹介をする。 

購入図書の選書について→各教科、SLBA、図書委員による選書  （図書担当が一人で選んでいるのが現状） 

環境について→本棚の不足  古い本の廃棄 

②班 選書について→漫画・・はたらく細胞、まばたきをせず、あさきゆめみし（完結した漫画） 

自習室としての利用 時間について→３学年、進路科などに相談 

読書感想文→出品作品数の減少 

③班 選書について→生徒が読みたい本はライト文芸が多くなるが、規約をよく確認して良ければ入れる 

ニーズに合わせた選書が大事 生徒が手に取ってみて、本に出会うことを大事にしてほしい。 

学校の生徒の現状に合わせた本との出会い方がある 

図書館の環境整備について→一人で取り組むことは難しいので、協力いただける人を探す。 

④班 利用者数を増やすための取り組み→スマホを利用？ 中高生新聞、漫画を活用（キングダムを読み、歴史

について発表）朝読書の時間の活用 ＬＨＲ、授業との連携 

⑤班 図書室に入れると良い本→安易に募集するのではなく、実際に「読まれる見込み」がある本を選ぶ。 

図書委員会の活動について→ＰＯＰづくり 廃棄する図書の紐かけ、運搬 

他図書館との連携→クラスルームに図書だよりを掲載する 全員に図書の活動を知ってもらうことが大事 

 

 

講 評  

山口県教育庁高校教育課  指導主事 武 部  拓 郎 

追記；講評の要旨 

〇ビブリオバトルをしている学校が一定数ある 

発表された慶進中学校・高等学校には、高校と中学校が一緒にできるという利点がある。 

一人では出会えないほんと出会う コミュニケーションゲーム 

自分が普段触れ合わない人と一緒にコミュニケーションをとる 

授業とのタイアップなどを通して広がっていくのではないか 

細く、長くじっくりと取り組んでほしい 

〇拡大のためには、かかわってもらえる方が必要 授業での取り組む機会を設け、その中で、施設をもっと充実

させたいなどの声が挙がれば、進めていくとよい 

〇ライブラリ等の外部の力の利用→図書館の認知度が上がる 

〇子供の読書活動 国の計画 を参照にして、学年で等、できれば全校体制でできることをするとよい 

○蔵書について公立図書館との連携 団体貸し出し 探究活動での利用も考えられる 

 



高教研学校図書館部会 令和 5年度総会・研究大会 

 慶進中学校・高等学校図書館の取組―ビブリオバトルを通して本好きを増やす  

令和 5年 9月 29日(金) 

慶進中学校・高等学校 河村 真二 

 

１ 本校図書館の紹介 

  本校の図書館は、通常教室 2.5個分の大きさで、

蔵書数は 10,000冊程度である。ただし、大半が古

い本となっており、新しい本との入れ替えをして

いくことが今後の課題となっている。開館時間は、

平日の13:00～17:00までで、図書館専属の職員（司

書教諭の資格を有している方）が 1 名常駐して、

蔵書の管理、貸出などの対応をしていただいてい

る。机と椅子については、30人学級までは一斉授

業が可能な数のものが配備されている。本校では

40人学級もあるため、現状では一斉授業が行えな

い学級が存在している。 

  このように、本校の図書館は、本が古く、生徒の

ニーズに沿うものが十分に配架できていないこと、

机と椅子が十分に設置されていないこと、が大き

な課題となっている。 

  

写真：本校図書館 

 

２ 本校図書館の取組 

  ここでは、本題であるビブリオバトル以外の取

組を述べていく。 

（１）文化祭でのＰＯＰ作成＆展示 

  委員会活動の一環として、POP 作成を行ってい

る。令和 5 年度は、SDGs に関連する本を紹介す

る POPを作成してもらい、文化祭当日に展示を行

った。 

（２）先生のおすすめ本紹介コーナー 

  委員会活動の一環として、先生のおすすめ本を

紹介するコーナーを設置している。令和 5 年度 2

学期の時点で、37名の先生からおすすめ本を紹介

してもらっている。 

（３）特設コーナーの設置 

  時期に合わせて、そのときに必要だと考えられ

るものを、比較的生徒がよく通行するところに設

置している。例えば、修学旅行（関東方面）の時期

に合わせて、東京ディズニーリゾートに関する本

を設置したり、人権教育に関する LHRを行う時期

に合わせて、人権に関する本を設置したりしてい

る。 

（４）勝手にコラボコーナー 

  授業や行事で行っていることに関連する書籍を

配架している。特に教科担当などからの依頼で作

るわけではないので、勝手にコラボコーナーとし

ている。 

（５）図書館サイトの運営 

  Googleサイトを活用して、図書館の開館情報や、

書籍情報、委員会活動に関する情報などをまとめ

て見られるようにしている。また、生徒からの購入

希望図書もこのサイトからアンケート形式

（Google Formsを活用）で回答できるようにして

いる。 

 

３ ビブリオバトル 

  ここから本題であるビブリオバトルについての

本校の取組について述べていく。 

（１）目的と年間計画 



  ビブリオバトルを行う目的は、本稿の表題にし

ている通り、本好きを増やすこととしている。また、

図書館を利用する生徒が少ないため、図書館に少

しでも興味を持ってもらうために行うこととした。 

  年間計画として、5 月、9 月、1 月、3 月の計 4

回実施し、第 4 回目の 3 月はチャンピオン大会と

し、5月、9月、1月にそれぞれチャンピオンにな

った生徒にビブリオバトルを披露してもらう予定

としている。また、各回でチャンピオンになった生

徒には副賞（文房具など）を用意しており、ビブリ

オバトルで紹介された本は基本的にビブリオバト

ル終了後に購入し、特別配架をするようにしてい

る。 

  なお、公式に行われるビブリオバトル大会のル

ールに準じて実施している。 

  

ビブリオバトル 質疑応答の様子 

（２）第１回ビブリオバトル 

  5 月 20 日(土)の 12 時から 12 時 40 分に実施し

た。発表者は 5 名、観戦者は 8 名であった。紹介

された本は、『かがみの孤城』といった中高生によ

く読まれている本から、『山縣公の面影』という現

在絶版になっている本まで、個性あふれるもので

あった。発表も本への思いが伝わる熱いもので、初

めての取組としては十分よいものとなった。 

  生徒の感想からは、「人の話し方や熱意がとても

分かって、この人ってこんなことが好きなんだ、と

人を知ることができて、とても楽しかった。人が少

なく思っていたものではなかった。それでも、楽し

く観戦することができてよかった。（中１）」「バト

ラーの方がみなさん本への愛に満ちていて、聴い

ていてすごく興味・関心を持てました。（高１）」と

いう肯定的な意見がある一方、「正直、放課後だと

なかなか人が来ないと思います。（高２）」という意

見もあった。 

（３）第２回ビブリオバトル 

  9月 25日(月)16時 45 分から 17時 30分に実施

した。発表者は 4 名、観戦者は 4 名であった。紹

介された本は、『ライオンのおやつ』や『腹を割っ

たら血が出るだけさ』といいった中高生によく読

まれているものが多かった。中間試験が近かった

ことや、インフルエンザの流行などで予定してい

たよりも発表者や観戦者が少なかったが、第 1 回

と同じように、温かい雰囲気の中で楽しい時間を

共有することができた。 

  生徒の感想からは、「テスト前という時期だった

ので、観戦者が少ないのが残念でした。私は本が好

きなので、知っている作家さんでも初めて知る本

があったので、とても楽しかったです。次のビブリ

オバトルはもっと人が来てくれるといいなと思い

ました。（高１）」「今回のイベントで、自分はこの

本について知り切れていなかったと感じました。

もっと本を理解しようと思いました。周りの人の

を聞いて、自分よりきちんと調べているのだなと

感じました。（高２）」といった意見があった。 

（４）気づき 

  出場者については、図書委員の中から選出し、そ

の他希望者で募ったところ、第 1 回も第 2 回も希

望者で発表をしてくれる生徒が現れ、十分な人数

を確保することができた（第 2 回は、インフルエ

ンザによる学級閉鎖がなければ、6名出場する予定

だった）。一方で、観戦者については、第 1回、第

2回ともに 10名以下となり、少ない状況であった。

また、第 1 回、第 2 回と連続して観戦してくれた

人もおり、本好きを増やすという目的を考えると、

裾野を広げることがうまくできていないのが現状

である。ただ、少ない人数だからこそ、学校生活の

中では交わる機会が少ないであろう生徒同士が本



を通して交流するよい機会となった点は非常に良

かったと考える。 

 

４ 今後の課題について 

  先述の「（４）気づき」でも述べたが、観戦者が

少ないということが最大の課題である。これにつ

いて原因を 2 点に分けて、どのように解決を図っ

ていくかを述べていく。 

（１）どのように行うかについて 

  現状は、対面形式で実施をし、その場で発表し、

その場で質疑応答をするという形をとっている。

この形式の良さは、その場で質疑応答ができるこ

とや、臨場感、場の一体感を持ちながら実施ができ

ることにある。しかし、目的である「本好きを増や

す」ことを達成するために、ビブリオバトルをより

多くの生徒に知ってもらう必要があると考える。

そこで、ICT を活用したビブリオバトルの方法を

提案したい。具体的には、動画で本の紹介動画を作

成し、全校生徒と共有する形でビブリオバトルを

行うというものだ。これはビブリオバトルに参加

してくれた生徒が考えたアイディアである。この

方法でも Google Forms を活用して質疑応答を行

うことができる。つまり、対面と同じようにビブリ

オバトルで行う発表・質疑応答が実現可能である。

こうすることで、対面だと行けない人（部活生や電

車の都合などで放課後だと困難な人）もビブリオ

バトルに参加することができるようになる。ただ

し、先ほど述べた臨場感が得られないことやその

場での直接的なコミュニケーションが行えないこ

とがデメリットとしてあげられるため、実際に行

うかどうかは現在本校では検討しているところで

ある。 

 （２）いつ行うかについて 

現状は、公式ルールに則して実施をしている。つ

まり、本の紹介を 5 分で行い、その後 3 分で質疑

応答をする、という形だ。これだと一人当たり最低

でも 8分時間がかかることになるので、複数人（3

名以上）に出場してもらうことを考えると、昼休み

の時間では時間が足りず（本校の昼休みは昼食時

間を含めて 40 分）、放課後の時間にしか行うこと

ができなくなる。そのため、放課後の時間に実施し

ているが、これだと先述したように、部活生など参

加できない人が多くなってしまう。 

そこで、例えば昼休みの時間に縮小した形で実

施したり、先述したように ICTを活用して実施し

たりすることで、可能な限り多くの生徒がビブリ

オバトルに参加したり、観戦したりする機会を増

やすことができると考える。 

 

５ 終わりに 

  ビブリオバトルを通して本好きを増やすという

目標を立てて、今年度実施をした結果、残念ながら、

本好きを増やすことが十分に達成できてはいない

のが現状である。ただ、ビブリオバトルが、本が好

きな生徒同士が交流する機会とはなっており、そ

ういう意味ではビブリオバトルを行ってよかった

ところもあった。 

  今後は、「４ 今後の課題について」でも述べた

ように、実施の仕方や時間帯などを工夫しながら、

まずは多くの生徒が、参加者という形であれ、観戦

者という形であれ、ビブリオバトルを経験すると

いうことを目指して取り組んでいきたいと考えて

いる。一人でも多くの生徒が本を手に取り、読書に

したしむような学校を目指していきたい。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度総会・研究大会におけるアンケート集計 

 

 回答数１０ Googleフォームによる 

 

         （適当であった…９、その他…各１） 

 ２ 会場について 

   適当であった…１０  

 

３ 「総会」の議事につきまして、御意見や御感想がありましたら入力してください。 

・読書感想文の強制は chatGPT の不正使用を招くというのは確かにそうだと思います。が、課題に

しなければ一点も提出されない学校があるのも事実です。今後コンクールの存続そのものを議論

することになるのではないかと考えています。 

 

４ 今後「総会」の議題として取り上げてほしいことがありましたら入力してください。 

・学校の統合に伴う、理事地区の組み換えなどについて、今後どう対応するべきか。方向性（どこと

どこが合併する、いやこのままでいくなど）を地区ごとの事情によって自由に要望してよいもの

か、ある程度、高教研の方針が（他の分会でも合併等があったと思いますが）あるのなら、総会な

どでお示しいただけるとありがたいです。 

・学校司書（事務との兼務ではない）設置を諦めずに訴えてほしいのですが…。 

・柳井地区の高校の再編統合方針が著しいので、地区についても再編を取り上げていただきたい。 

・要望書の作成 

 

５ 今回の「研究大会」（研究発表・研究協議・情報交換・講評）について、良かったと思われること

がありましたら入力してください。 

・他校の様子が知れてよかった 

・他校についてや先生方の話が聞けて、情報交換がとても良かったです。 

・とても有意義な研究大会だったと思います。慶進中・高等学校の先生は大変謙虚なご発言が多かっ

たですが、参考になることが多く、早速実践してみようと思いました。情報交換でも、入荷ずみ図

書の職員回覧など参考になることが多かったです。ありがとうございました。 



・チームスで情報共有しながら研究協議ができたところ。他校の図書だよりを拝見できたところ。 

・研究発表・情報交換とも参考になりました。 

・他校の事例、取組等を知れたことは参考や励みになりました。 

・事例発表も含めて図書館の広報活動にタブレットを用いていらっしゃることに驚きました。昔な

がらの図書だよりを掲示・配布している者として勉強になりました。 

・発表や協議を通して、他校の様子を知ることができたこと。 

 

６ 今回の「研究大会」（事例発表・研究協議・情報交換・講評）につきまして、物足りなかったこと

や、お困りになったことがありましたら入力して下さい。 

・帰りがけに気づいて事業部長にお伝えしましたが、読書ノートの無償配布について気づかない学

校があるかもしれないということ。当地区では翌週の感想文コンクールの際に、総会・研究大会に

来られなかった先生方にはお伝えしました。 

・参加者が増えないこと。 

 

７ 今後、研究大会で取り上げてほしいテーマや、実施してほしいワークショップ等がありましたら入

力してください。 

・図書の実務における実践的な内容がありましたら（図書の廃棄・選書の仕方など）。情報交換で困

っている方がいらっしゃっいました。 

・選書の仕方 

・時間があれば、「らいぶらり」や「ビブリオバトル」を実際に教員同士でやってみるのも面白いか

もしれません。 

・今回のような研究協議・情報交換はとても役立ったので今後も続けてほしいと思います。 

・図書館の飾り、リーディングトラッカーなどの制作。 

 

８ 「高教研学校図書館部会」や「山口県学校図書館協議会」の在り方につきまして、御意見や御提

案がありましたら入力してください。 

・高教研学校図書館部会と山口県学校図書館協議会が同じことをやっているのだとしたらですが、

ひとつの組織があれば十分だと思われます。 

・総会はみんなで確認・意見のいえる機会なので参加できる・意見がいえる環境をつくれたらいいで

すね。 

・読書感想文コンクール出品作品数など革新的なご意見があり、それはそれで仕方のないこととは

思いましたが、下々の意見をくみ上げる機会がもう少しあると良いかな、とも思いました。 

・「高教研学校図書館部会」の Teams を作っていただきたい。目安箱として、情報交換の場として活

用できるのではないか。Teams を利用して、発行した図書だよりをあげてもらいたい。選書の参

考になるし、記事内容の流用が OK であれば、図書だより編集の時間も減るし、発行の契機にも

なるのではないか。 

 現状、活用が進まない YSLA の HP は必要なくなると思います。（私立高の図書館とどう連繋する

か、という問題が残りますが、、、） 



 

９ 学校図書館運営や読書指導に関しまして、今最も関心をお持ちのことやお困りのことは何です

か？ 御自由に入力してください。 

・除籍について 

・図書館の利用者を増やすための試みを知りたい、ヒントを見つけたいと思っております。 

・図書に関わる人員の少なさ。 

・協力してくれる人の人数の少なさ 

・幾つもの分掌を抱えながら、図書観運営をしなければならないことに困っています。 

・忙しくて図書館運営に手が回らないのが現状です。 

・運営面では業務改善について。 

・読書感想文に関して生徒のモチベーションを上げる方法や、新書など小説以外の効果的な読書指

導にも関心があります。 

・先行きが見えない学校の再編によって図書館はどのように対応すればよいのか？ 

・県政は図書館リニューアル（古い蔵書の更新）に関心を持ってほしい。お隣の広島県で物議を醸し

ていましたが、リニューアルの流れがあることだけでもうらやましい。いつまで４０～５０年前の

百科事典を飾っておけばいいのでしょうか。 

 

１０ 本日の交流を終え、他校の図書館担当教員に対し、ワンポイント・アドバイスや励ましの言葉があ

りましたら、御入力下さい。 

・皆さん、さまざまなご苦労がある中、工夫をされていて、すごいと思いました。大変励みになりま

した。お世話になりました。 

・たいへん勉強になりました。ありがとうございました。 

・お互い頑張りましょう。 

・皆さん忙しい中、一生懸命図書館運営をされているのがわかって、自分自身、励みになりました。 

・図書館業務を他の先生に手伝ってもらうのはなかなか難しいと思います。それでも何もかも一人

で背負わずに、できる範囲で進めていいと思います。 

・総会・研究大会ではありがとうございました。学校図書館について努力されている先生方のお話に

力をいただきました。 

・関係者の皆さんにひたすら感謝です。ありがとうございました。 

・図書館運営は、できるところをできる範囲で行う、でいいと思います。ICT を利活用してもっと連

繋が取れるといいなと思います。 



令和６年度高教研学校図書館部会 総会・研究大会の概要 

研究大会（第 31 回山口県学校図書館研究大会山陽小野田市大会）   

※令和６年度は小・中と合同の研究大会を実施 

期  日  令和６年１１月１２日（火） 
 

研 究 主 題  「生涯の学習基盤を支える学校図書館の在り方」 

           ～学びを広げ豊かな心を育む活動の展開～ 

 

日 程 ・ 会 場  不二輸送機ホール 

9:40 10:00 10:30        12:00 13:00             14:30          16:10 

 
受 

付 

開会 

行事 

研 究 発 表 Ⅰ 

山陽小野田支部 

光 支 部 

昼食 

休憩 

研 究 発 表 Ⅱ 

高 等 学 校 

指導 

助言 

記念シンポジウム 
閉会 

行事 

 

研 究 発 表 校  山陽小野田市立小・中学校   光市立中学校 

         山口県立下関北高等学校 

 

記念シンポジウム  山陽小野田市立図書館長 山本 安彦 氏 

児童文学作家          村中 李衣 氏 

         こどもの広場主宰    横山眞佐子 氏 

 

総会（書面にて実施） 

議事 （議案第１号）令和５年度事業報告及び決算報告 

（議案第２号）令和６年度事業計画（案）及び予算（案） 

（議案第３号）山口県高等学校教育研究会学校図書館部会の規約改正について 

（議案第４号）読書感想文コンクールの出品数に関する規定の変更について 

 
（議案第１号）令和５年度事業報告及び決算報告 

可：８１（４１） 否：０ 

（議案第２号）令和６年度事業計画（案）及び予算（案） 

可：８１（４１） 否：０ 

（議案第３号）山口県高等学校教育研究会学校図書館部会の規約改正について 

可：８０（４０） 否：１ 

（議案第４号）読書感想文コンクールの出品数に関する規定の変更について 

可：７４（３５） 否：６ 

※（ ）回答数 



［各議案に対するご意見］ 

〇（議案第 4 号）読書感想文コンクール出品数の適正化については、適正化案（原則２点）が良いと考える。３点に

しても出品数の少ない学校の作品数が増えるのみで、あまり意味はないように思われる。 

〇４号議案につきましては、実際に出品数に応じた応募数にした場合、どのような不具合が生じるのか、慎重に検討

して結論を出した方がよいかと思います。教員の負担という面では確かに助かりますが、読書感想文を書くから図書

室を利用する、という生徒がかなり多いことも事実です。 

〇議案第４号 運営困難はわかりますが、生徒に読書、文章力がつく機会です。また、入賞は生徒の励みです。読書感

想文については、各地区審査の際に、内容で県審査に出品すべきかどうかを判断した上で提出されているはずなので、

改めて規定を変更する必要は無いと考えます。 

〇「各校一律５点で校内審査を経たもの」という理解になっているが、１校必ず５点出品されているわけではなく、校

内で審査され、５点以内で出品されているところもある。各校が、校内審査を経て５点以内を出品されるなら、今の

ままで問題はないと思う。 

〇読書感想文の出品数は担当者が変われば大きく変わるもので、特定の年度の出品数を見て出品可能数を制限するこ

とは不適切だと思います。最近は出品総数が減っていることからも、今までどおり、一校５点まででいいのではない

かと思いますし、それがフェアということではないでしょうか。 

〇議案第２号の予算案について、R11 山口大会積立をストップすること自体は賛成でよいのですが、今の 20 万円で

R11 の大会に必要な経費をまかなえているのか、試算はしてみたのか、など役員会などで確認していくことが必要だ

と思います。議案第 4 号については、「応募３点も可」というところに混乱がないように、しっかり周知していくこと

が大切だと思います。 

 

[そのほかのご意見] 

〇総会で取り上げることではないかもしれませんが……ＰＣのデータをＵＳＢでやりとりができなくなりました。高

教研関連の、例えば○○部長とか地区理事などの仕事のデータは、以前はＵＳＢでやりとりしていましたが、これか

らどうやって引き継いでいけばよいのかわかりません。今はどうやっていらっしゃるのでしょうか。何かよい方法が

あればご教示ください。 

〇研究大会は、役員も学校から出張として旅費を認めてもらいたいと思いますが、ほかの教研はどうなのでしょうか？ 

 

 



学校図書館に足を運んでもらうために 

山口県立下関北高等学校 教諭 鈴 木 太 龍 

１ 研究主題について 

（１）本校の現状について 

ア 下関北高校について 

〇 本校概要 

イ 本校在籍生徒について 

〇 令和６年度在籍生徒数１１０名（１年生３８名、２年生３６名、３年生３６名） 

〇 図書委員６名（通年、各ＨＲから１名ずつ） 

ウ 本校図書館について（令和６年４月４日現在） 

〇 蔵書数 19,713点 

（うちＳＬＡ「学校図書館メディア基準」における蔵書配分比率を満たすものは、5・7・9 類） 

〇 図書館コレクション 

● 中本たか子文庫（中本たか子寄贈の図書及び短歌色紙） 

● 学校誌（旧文芸誌）「あしかび」及び「葦芽」、「稲穂」 

● 「先輩の本棚」（豊北高校卒業生がかかわった著書及び高校生へのコメント付葉書） 

（２）本校図書館の抱える課題 

ア 図書館利用者数に対する図書の貸出数 

イ 漫画以外の図書及び紙の図書に親しんでいない生徒への普及啓発 

ウ 図書館での資料の探し方の指導 

エ 図書委員の活動時間確保 

オ 図書館整備及びレファレンスの拡充 

カ 教職員も利用したいと思える図書館への改革 

 

２ 読書活動の充実に向けた実践事例 

（１）図書館オリエンテーション 

ア 実際のレファレンス事例をもとに、自分で本を探してみよう 

（２）地域団体「北高夢ロード実行委員会」との連携 

ア 読書週間企画「アートの本棚」……芸術関連書籍の出張展示・貸出 

イ 「先輩の本棚」……卒業生が執筆もしくは製作にかかわった図書や資料の展示・貸出 

（３）校内各所での企画展示 

ア 季節や学校行事に応じた関連図書の展示・貸出 

（４）授業での活用 

ア 教室として利用……令和６年度は「文学国語」及び「地域探究」で利用 

イ 図書館資料の提供……授業や部活動の教材や教材研究資料としての提供 

（５）学校図書館のデジタル化への対応 

ア オンラインでアクセスできる学校図書館づくり 

イ 図書館コレクションの電子化とプラットフォームづくり 

 

３ 今後の展望 

（１）取組の引継ぎと学校司書・司書教諭の確保 

（２）授業・地域連携の推進 

（３）学校図書館のデジタル化への対応 



2025/2/25

1

本校図書館の現状と６つの課題

図書館オリエンテーション
地域団体との連携
図書館外での企画展示

授業での活用
学校図書館のデジタル化
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2

SHR 1～3時限 昼休憩 4～6時限 7時限

月・水・金

9:10-9:25 9:30-12:05 12:05-12:50 12:50-15:25

掃除

(15:30-15:40)

火 ・ 木 15：35-16：20

１１０名（１年生38名、２年生36名、３年生36名）

うち図書委員６名（各ＨＲから１名ずつ）

令和５年度利用者……３２９人

同 貸出冊数…５３冊
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4

図書館利用者数に対す

る

貸出冊数

生徒・教職員への

普及啓発

資料の探し方の

指導

図書委員の活動時間

の確保

環境整備・

レファレンス拡充

教職員も利用しやすい

図書館づくり

①図書館オリエンテーション

②地域団体との連携

③校内各所での企画展示

④授業での活用

⑤学校図書館のデジタル化への対応
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5

オリエンテーション

＋文献利用指導

（今年度の事例）

「実際のレファレンス事例をもとに、

自分で本を探してみよう」

資料の探し方の

指導 生徒への

普及啓発

北高夢ロード実行委員会との連携

●読書週間における

「アート」関連書籍の展示

●「先輩の本棚」コーナーの設置
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7

●教室として利用

●図書館資料の提供

図書だより

（生徒用と教員用など）

図書委員関係データ共有

引継ぎ資料

●オンラインでアクセスできる

●電子化とプラットフォームづくり
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8

取り組みの引継ぎと

学校司書・司書教諭の確保

学校図書館のデジタル化へ

の対応

授業でのさらなる活用や

地域との連携の強化



第 31 回山口県学校図書館研究大会（山陽小野田大会） 

大会終了後アンケート集計結果 
 

１． 開催日について 
・大変良かった→９０．４％。県スポーツ大会の直後、市音楽祭と    

重なっていたや振替休日の翌日だったので、月曜日、火曜日  

以外が良いという意見があった。 
 

２．日程について 
・大変良かった→９０．４％。 

・充実した内容なので、短くすることは難しいかもしれないが、半日   

日程だと参加しやすいのではという意見あり。遠方からの参加で、 

終わりの時間がもう少し早いと助かるという意見あり。 

 

 

３．実践発表・講演について（主な意見の抜粋） 
〇 実践発表では、学校間の連携や公共の機関との連携を積極的に取  

り入れることで、子どもの読書活動の推進につながっていることが  

わかりました。 
〇 他地域でどのような取組、連携をしているのかを知ることができて大変参考になりました。異校種間＆地域連携等 

〇 異校種の学校図書館教育や、行政、司書、書店などの様々な立場からの視点が、自校や支部の取組を振り返る示唆

をいただいた。 
〇 山陽小野田市の全小中学校に司書配置は羨ましい限りでした。そして子どもたちの読書環境を守るために全市を挙

げてのサポート体制が素晴らしいです。市立図書館の貸出資料を個人（児童生徒）が学校で受け取れるのはとても便

利だなと思いました。幼保小中のつながりや地域とのつながりを大切にした事例、公立図書館との連携した活動など

も参考になりました。 
〇 実践発表は、どの学校も図書館をうまく活用されていて大変驚きました。図書と児童生徒を「つなげる」取組をさ

れていました。シンポジウムは、心温まるお話が聴け、参加して本当に良かったと思いました。私は日々時間が取れ

ず取組が何もできていないことに焦りを感じていましたが、「読書させようとしなくていい」ことに気づかされまし  

た。まずは、いつでもすぐにできるブックトークを通して生徒と本をつなげていくことからスタートさせようと思い 

ます。 
〇 実践発表では、各学校の取組がわかりやすくまとめてあり、自分の学校と照らし合わせながら聞く事ができまし

た。また、質疑の時間も充実した内容で参考になりました。学校図書館の役割を再認識できる発表、受指導、講演で

した。あっと言う間の一日でした。 
〇 電子書籍が図書館ホームページから登録できると知り、是非、登録して活用したいと思いました。 
〇 本市はまだ電子書籍の導入がありませんが、思春期の子どもたちの心情に寄り添う媒体となることが分かり、紙の

本との役割の違いをふまえて色々な情報を伺うことができ、大変参考になりました。 
〇 蔵書データの一元化は参考になった。高等学校の実態が共有できてよかった。 
〇 村中さんのブックコミュニケーションのお話は参考になりました。「子どもに本を読ませるのではなく子どもを信

じて待つ」というお話が心に残りました。そのような心持ちで子どもと関わっていきたいと思います。 
〇 学校図書館の役割が沢山あり、その活用に教職員が尽力することが子どもたちの今後の人生を豊かにすることを学

びました。ありがとうございました。 

 



 
● 私の勤務先は総合支援学校ですので、図書館も小さく、公共図書館との連携などとは程遠く、山陽小野田市の市を

あげての取り組みがとても羨ましいと思いました。 

● ICT 関連の情報が入手できた。それぞれのメリットやデメリットのベストミックスが大事だと思った。今後は、生成

AI の根拠という役割を図書館が担っていくのではないか。小学校でも中学校でも図書館の利用についての授業がある
のに、高校の事例で、十進分類法や奥付が初めて分かったという発表があり、教えても教えても聞く耳が無ければ教

えていないことと同じなのだなぁとショックだった。 
☆ 高校の先生のお話の中に、読書ノートを電子化したというのがあって、はじめて知りました。勤務校は数年後に小

中一貫校になる予定なので小中連携が進んでいます。そのため、比較的早く新しい情報を入手できていますが、中高

連携は、新しい情報を手に入れる機会が少なく、難しいと感じました。今後は、近隣の高校の公開授業等に参加し、

高校の今を知りたいと思いました。 

 

 

４．その他 
〇 山口県の子ども読書を支えるこの三人を講師に招いたことは素晴らしい企画だったと思います。まだまだお話をお

聴きしたかったです。 
〇 開始時間に余裕があり、本の販売や作品展や各校の取り組みの展示もあり、大変充実した研究大会でした。研究発

表や著名な作家の登壇もあり、良かったです。また、機会があれば参加したいです。 

〇 POP の展示コーナーなど、連携や活動促進の入り口として提案できそうな取組にふれることもでき、大変ありがた

い時間となりました。 
○ ５年に一度の大会を行う為に、お引き受けから３年を掛け、構想から今日の発表まで、普段の授業をこなしながら発  
表に向けてのご苦労は、さぞかし大変な事だとお察しいたします。実行委員会の先生方、大変お疲れ様でした。ま  

た、学校司書が学校図書館には必要不可欠であるとアピールしてくださいまして、ありがとうございました。 
〇 発表やシンポジウムもよかったですが、展示が充実しており、見る価値がありました。終わって見たかった方の声

を聞いたので、撤収の時間を変えるか、しっかり宣伝して早めに見てもらうなどすればよかったと思いました。 
○ 各所に案内の方がおられてよかったです。お疲れさまでした。 

○ 会場が駅に近く、JR を利用して参加できたのがよかった。 

〇 とにかく、山陽小野田の関係者の方々の本気度が素晴らしかったです。よりよいものにと頑張って来られた成果が

当日十分伝わって来ました。参加された方々は、皆さん満足のいく大会となったと思います。参加された方々の学校

の取組に活かされること等期待しています。お疲れ様でした。 
● 指導助言に関しては、所管説明のように感じた。発表者への助言になるような話を聞きたかった。 

● シンポジウムの講演者は別の研修会でも聞いたことがあるので、別の方で現在の教育的ニーズに合わせながら、常

に対談しながら、見ている人も和気あいあいになるような、でも参観者が今後の業務に役立つような対談形式のもの

も聞きたいと思った。 
● 研究発表２が長く感じた。指導助言も不要だったのではないか。資料で事足りると思った。 
● 開催場所が遠く、移動時間も考慮しなくてはならなかったので、掲示発表などゆっくり拝見する時間がなかったの

が残念でした。 
● 会場までの距離が遠かった。各支部からの参加するのであればどの支部からもアクセスしやすい会場またはオンラ

インでの事例発表などがありがたいです。 
☆・大規模な大会運営お疲れさまでした。できるだけ資料を残しておいて、５年後中国大会、１０年後の山口県大会に

向けて引き継いでおいてほしいです。 

 

 

 



 第 31 回山口県学校図書館研究大会 アンケートまとめ 

 

・令和 6 年１１月１２日の発表に向けて、実質的に動き出したのは令和５年の春から。 

・山陽小野田市が引き受けと決まってから具体的な動きがない期間があった。 

・見通しをもって、早めに取りかかると実践発表する人・各部の負担も軽くなる。 

・具体的な役割分担をしてからは、集中して準備をすることができた。 

・図書館展示物の展示があったので、そのための準備期間は必要。 

 

・各部に分かれて仕事を分担したのは良かった。各部内でも仕事が偏らないように役割分担することが必要。 

・部の責任者が事前に打ち合わせをしておくともっと効率的に運営できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・実行委員会、部会の回数を増やさずとも、チャットでやりとり・確認ができる。 

（ チャットをタブレットだけでなく自分の携帯電話にも入れておいた方が良い。） 

・今年度の１回目を 6 月、２回目を８月とし、８月にほぼリハーサルができると良かった。 

・早い段階で一つ一つの仕事がどんな内容でどのぐらい大変なのかを話し合い、その後に分担する必要があっ

た。 

 

＜リハーサルについて＞ 

・リハーサルは、開会式から閉会式までをとおすのがよい。修正箇所の確認をして 2 回とおせると良い。 

・シンポジウムの講師の先生方が使われるものの確認は必要。 

・フジ輸送機ホールの場合、音響の方と細かな打ち合わせ(内容、機材、マイクの位置など)が必要。その際、

部で内容をつめてからの方がよい。（時間が限られているので。） 

・８月にリハーサルがよい。全員が全体の流れのイメージをつかんでおくと、その後の仕事がスムーズにいく。 

・他支部の発表データも事前に得ておくと良い。 

 

＜前日準備について＞ 

・各部で準備をしていたのでスムーズに進んだ。みんなで協力して、早く終わることができて良かった。 

・前日準備はパネルなどを運んだり、高いところに掲示したりするため、男手があると助かる。 

・出張旅費を前日・当日合わせて前日に渡しておくと、大会当日はその日に支払わなければならないもののみ

に絞られて良かった。（高額になるので） 

 

＜当日の運営について＞ 

・みんなが協力し、急な変更等にも柔軟に対応して動けていたので良かった。 

・予定していた時刻より遅くなったり短くなったり、臨機応変な対応が求められるため、それを想定していく

つかパターンを作っておく必要がある。 

・当日は人手が必要なので、手伝いの要請がいる。（学校司書・小教研・シルバー人材） 

・ICT 支援員にリハーサルや前日準備・当日に参加してもらえたことがとても良かった。 

・シルバーの方との確認が必要。（駐車場・小ホールの見守りの時間） 

・受付の時間が予定より遅れた。 

・事前・当日の行動計画表があったので仕事の把握がしやすかった。来賓や実践発表者等、誘導を必要とする

方に対する誘導表（誰が誰にいつどのように誘導するか）もあるとわかりやすい。 

 

＜研究発表について＞ 

・各学校が実践資料を提供して、学校司書の配置がある山陽小野田市の良さをしっかりと伝えることができた。 

・どの校種の発表も実践に裏付けされた、素晴らしい発表だった。 

・質疑応答のときの回答が的確でスムーズだった。 

・今後のことを考えると、もっと情報センターとして（AI ・ICT・ネットなどの情報リテラシーなど）の取り

組みについてのものもあったら良かった。 

・各支部のデータはもっと前にもらっておき、機器との事前チェックをしておく方が良い。 



 

＜その他＞ 

・大きな研究大会なので、それぞれの時間は守るべき。終了時刻は決まっているので、他の発表者に迷惑がか

かる。 

・シンポジウムが心に響くとても良い話だった。 

・他市の学校司書も参加されていたので、小グループなどで、意見を交換できる時間もあると良かった。 

・図書大会の実行委員として参加して、大会を作り上げるためにどんな仕事をする必要があるのか考え、実行

することで大変いい勉強になった。 

・図書担当として実践したいことが増えたり、図書担当の先生方と校種をこえて交流ができたりして、いい時

間を過ごすことができた。 

・令和５年度・６年度と各部の先生たちの協力で、形のないものが次々と形になっていった「みんなで創った

大会」だった。 

・大きな研究大会は、山陽小野田市では初めての経験だったとのこと。人材育成の面からも、この経験は次へ

生かせるものだと思う。 



「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
す
る
意
識
調
査
」（
調
査
結
果
の
紹
介
と
論
考
）

山
口
県
立
萩
高
等
学
校

教
諭

吉
野

潤

（
山
口
県
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会

令
和
四
、
五
年
度
総
務
部
長
）

令
和
五
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
標
記
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
高
教
研
学
校
図
書
館

部
会
を
通
じ
、
県
内
各
高
等
学
校
の
「
国
語
の
先
生
」
に
趣
意
書
を
配
布
し
、
こ
れ
に
記
載
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
グ

ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
回
答
い
た
だ
い
た
。
趣
意
書
の
内
容
は
次
の
と
ほ
り
。

（
前
文
略
）
本
部
会
の
活
動
の
中
で
も
、「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
・
毎
日
新
聞

社
主
催
の
、「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
下
部
大
会
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
実
施
回
数
も
六
十
八
回

を
数
え
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
毎
年
た
く
さ
ん
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
本
県

の
学
校
図
書
館
文
化
を
下
支
え
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
読
書
感
想
文
の
安

易
な
強
制
が
読
書
離
れ
を
加
速
す
る
」
と
い
う
批
判
や
、
宿
題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
審
査
員
を
務
め
た
り
と
い
う
先

生
方
の
御
負
担
の
大
き
さ
も
、
無
視
で
き
な
い
事
実
と
し
て
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
実
際
に
指
導
に
当
た
ら
れ
る
先
生
方
（
特
に
国
語
の
先
生
方
）
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
、
今
後

の
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
こ
の
意
識
調
査
を
実
施
す
る
次
第
で
す
。
可
能
な
範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
先
生
に
御
回
答
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
解
答
を
受
け
付
け
た
結
果
、
四
十
四
件
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
今
回
の
調
査
は
、
設
問
数
も
多

く
、
回
答
さ
れ
る
だ
け
で
も
か
な
り
の
手
間
が
か
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
更
に
、
自
由
記
述
欄
へ
の
入
力
も
、
繁
雑
だ

っ
た
と
思
は
れ
る
が
、
多
く
の
方
か
ら
誠
実
な
御
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
た
。

た
く
さ
ん
の
先
生
方
か
ら
御
協
力
が
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、
ま
づ
は
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

調
査
結
果
を
紹
介
し
、
管
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
当
た
り
、
私
自
身
の
立
場
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
私

は
、「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
廃
止
し
た
方
が
い
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。
言
語
活
動
の
一
環
と
し
て
、

読
書
感
想
文
を
指
導
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
団
体
の
コ

ン
ク
ー
ル
が
所
与
の
も
の
で
あ
る
か
の
や
う
に
捉
へ
ら
れ
、
夏
休
み
前
に
な
る
と
、
い
き
な
り
降
っ
て
湧
い
た
や
う
に

「
読
書
感
想
文
五
枚
」
が
課
せ
ら
れ
る
（
少
な
く
と
も
生
徒
は
さ
う
捉
へ
て
ゐ
る
）。
こ
の
や
う
な
学
校
が
依
然
と
し
て

存
在
す
る
現
状
は
健
全
と
は
言
へ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
審
査
や
取
り
纏
め
は
県

内
高
校
の
図
書
館
担
当
の
教
員
が
輪
番
で
行
っ
て
ゐ
る
。
特
に
地
区
審
査
や
県
審
査
の
世
話
係
は
、
通
常
の
業
務
に
加

へ
多
大
な
負
担
を
強
ひ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会
の
総
務
部
長
と
し
て
、
こ
の
や
う
な

負
担
を
後
任
者
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
躊
躇
を
感
じ
る
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
今
後
存
続
す
る
と
し
て
も
、
書
き
た
い
と
思
ふ
生
徒
が
自
主
的
に
参
加
す
る
も
の
、
若
し
く
は

コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
先
生
が
、
自
身
の
判
断
で
、（
他
の
先
生
に
強
制
す
る
こ
と
も
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、）

教
室
で
の
指
導
の
一
環
と
し
て
「
活
用
」
す
る
も
の
に
意
識
変
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
ゐ
る
。（
運
営
す
る

側
と
し
て
も
、「
嫌
々
書
か
さ
れ
た
」
も
の
を
「
嫌
々
審
査
す
る
」
の
は
「
罰
ゲ
ー
ム
」
で
し
か
な
い
）
ま
た
、
盗
用
、

同
一
原
稿
の
使
ひ
回
し
、
生
成
型
Ａ
Ｉ
に
よ
る
代
作
等
の
「
不
正
」
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
生
徒
へ
の
安
易
な
強
制
は
禁

物
で
あ
る
と
考
へ
る
。（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
九
月
に
山
口
県
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会
と
し
て
「
提
言
」

を
行
っ
た
。
提
言
書
を
末
尾
に
掲
載
す
る
の
で
、
御
覧
い
た
だ
き
た
い
）

私
は
、
こ
の
調
査
を
通
し
、「
国
語
の
先
生
」
の
本
音
を
伝
へ
た
い
。
関
係
の
先
生
方
が
、「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
と
今
後
ど
う
向
き
合
へ
ば
い
い
か
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
へ
て
い
た
だ
く
契
機
に
な
る
な
ら
幸
甚
で
あ
る
。



調
査
結
果

一

調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
内
訳

教

科
…
…
国
語

四
十
三
名
、
国
語
以
外

一
名

所
属
校
種
（
学
科
）
…
全
日
制
普
通
科

二
十
四
名
、

全
日
制
実
業
学
科

十
二
名
、

全
日
制
総
合
学
科

六
名
、

定
時
制
・
通
信
制

二
名

性

別
…
…
男
性

十
四
名
、
女
性

二
十
四
名
、
回
答
し
な
い

五
名

年

齢
…
…
二
十
代

六
名
、
三
十
代

十
名
、
四
十
代

十
一
名

五
十
代

十
名
、
六
十
代

五
名
、
七
十
歳
以
上

一
名

二

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
主
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

件
44

１

担
当
教
科
の
授
業
時
間
に
、
全
員
に
全
部
ま
た
は
一
部
を
書
か
せ
る
。

件
（

％
）

0

0

２

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
と
し
て
、
全
員
に
Ｌ
Ｈ
Ｒ
等
の
時
間
に
全
部
ま
た
は
一
部
を
書
か
せ
る
。

件
（

％
）

0

0

３

全
校
ま
た
は
特
定
の
学
年(

ク
ラ
ス
・
コ
ー
ス)

の
全
員
に
読
書
感
想
文
を
宿
題
と
し
て
課
す
。

件
（

％
）

11

26

４

選
択
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
題
の
中
に
、
読
書
感
想
文
を
含
め
る
。

件
（

％
）

12

28

５

コ
ン
ク
ー
ル
の
告
知(

掲
示
物
・
配
布
物
等
を
含
む)

は
す
る
が
、
提
出
は
任
意
と
す
る
。

件
（

％
）

14

33

６

コ
ン
ク
ー
ル
の
告
知
は
行
っ
て
い
な
い
。（
読
書
感
想
文
に
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
）

件
（

％
）

5

12

７

生
徒
会
活
動
（
図
書
委
員
会
な
ど
）
と
し
て
、
所
属
す
る
生
徒
に
応
募
を
呼
び
か
け
る
。

１
件
（

％
）

2

８

部
活
動
（
文
芸
部
な
ど
）
等
の
課
外
活
動
と
し
て
、
所
属
す
る
生
徒
に
応
募
を
呼
び
か
け
る
。

件
（

％
）

0

0

９

無
答

１
件
（

％
）

2

※
３
と
４
を
合
は
せ
て
五
割
強
な
の
で
、
宿
題
に
す
る
・
し
な
い
は
ほ
ぼ
半
々
と
い
ふ
と

こ
ろ
か
。
私
は
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
の
強
制
は
や
め
よ
う
」
と
主
張

し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
１
」
や
「
２
」
の
や
う
な
形
で
な
ら
、
全
員
で
取
り
組
む

の
も
「
あ
り
」
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
１
」「
２
」
が
皆
無
だ
っ
た
の

は
残
念
で
あ
る
。「
４

選
択
課
題
」
は
他
の
何
と
選
択
さ
せ
る
の
か
」
に
よ
っ
て
強

制
の
度
合
ひ
は
異
な
る
。
読
書
感
想
文
以
外
の
課
題
が
極
端
に
高
度
な
も
の
で
あ
っ
た

り
す
る
と
、
実
質
的
に
読
書
感
想
文
を
強
制
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。「
５

告

知
は
し
て
も
強
制
は
し
な
い
」
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
に
ほ
っ
と
し
た
。「
６
告
知
し

な
い
」
も
一
定
数
存
在
す
る
が
、「
告
知
・
募
集
」
自
体
も
、
学
校
や
先
生
方
に
強
制

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。（
末
尾
「
提
言
」
参
照
）「
図
書

委
員
に
書
か
せ
る
」
と
い
ふ
回
答
も
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
部
活
動
で
の
取
り
組

み
は
皆
無
で
あ
る
。
読
書
感
想
文
は
、
や
は
り
「
国
語
の
宿
題
」
と
い
ふ
イ
メ
ー
ヂ
が

強
い
の
だ
な
と
感
じ
た
。

●
１
～
４
を
選
ん
だ
理
由
（
二
十
二
件
の
回
答
）

読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
が
、
学
習
活
動
と
し
て
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
。

件
（

％
）

(イ)

10

44

観
点
別
評
価
を
行
う
上
で
、
他
に
適
当
な
材
料
が
な
い
か
ら
。

０
件
（

％
）

(ロ)

0

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
さ
せ
た
い
か
ら
。

３
件
（

％
）

(ハ)

14



勤
務
校
の
前
例
や
、
他
の
先
生
へ
の
配
慮
や
同
調
か
ら
。

７
件
（

％
）

(ニ)

30

（
そ
の
他
）
読
書
の
推
奨
、
長
期
休
暇
に
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
。

２
件
（

％
）

(ホ)

9

※
設
問
項
目
が
多
く
繁
雑
な
こ
の
意
識
調
査
に
協
力
く
だ
さ
っ
た
先
生
は
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
対
し
、
何
ら

か
の
強
い
思
ひ
を
お
持
ち
の
先
生
だ
ら
う
。
そ
の
点
で
は
、「

学
習
活
動
と
し
て
有
益
」
が
半
数
以
上
で
あ
る
こ

(イ)

と
は
想
像
ど
ほ
り
で
あ
る
。
生
徒
に
も
っ
と
本
を
読
ん
で
欲
し
い
と
い
ふ
思
ひ
は
多
く
の
教
員
が
持
っ
て
ゐ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
ふ
が
、「

(

そ
の
他)

読
書
の
推
奨
」
が
二
件
に
留
ま
っ
た
の
は
、「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ

(ホ)

せ
る
こ
と
」
が
「
読
書
の
推
奨
」
の
唯
一
の
手
立
て
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
国
語
教
員
と
し
て
の
肌
感
覚

と
し
て
は
、
多
く
の
国
語
教
員
に
は
「

勤
務
校
の
前
例
や
、
他
の
先
生
へ
の
配
慮
や
同
調
」
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り

(ニ)

さ
う
な
も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
自
主
的
に
回
答
い
た
だ
い
た
調
査
で
す
ら
三
割
に
及
ん
で
ゐ
る
点
は
見
過
ご
せ
な

い
。「

観
点
別
評
価
」
の
た
め
に
こ
の
や
う
な
宿
題
を
課
し
て
ゐ
る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

(ロ)

っ
て
ゐ
た
が
、
今
回
０
だ
っ
た
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。

●
宿
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
作
品
を
読
ん
だ
と
き
の
感
想
（
１
～
４
を
選
ん
だ
方
の
内
、
二
十
一
件
の
回
答
）

ア

本
を
し
っ
か
り
読
み
込
み
、
主
体
的
に
考
察
し
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

３
件
（

％
）

14

イ

本
を
読
み
込
ん
だ
結
果
と
し
て
は
物
足
り
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
６
件
（

％
）

27

ウ

提
出
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
が
空
疎
な
も
の
が
多
か
っ
た
。

件
（

％
）

12

54

エ

生
徒
の
作
品
を
読
む
時
間
が
無
か
っ
た
。

０
件
（

％
）

0

オ

そ
の
他
（
無
回
答
）

１
件
（

％
）

5

◆
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
生
徒
の
内
面
に
か
か
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
教
員
と
し
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
っ
た
。

・
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
盗
用
や
使
い
ま
わ
し
な
ど
が
横
行
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
た
だ
、
中
に
は
生
徒
の
知
ら
な

い
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
深
い
洞
察
が
う
か
が
え
た
り
な
ど
新
た
な
発
見
も
あ
る
。

・
こ
の
生
徒
が
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
発
見
が
楽
し
く
、
今
年
３
０
０
人
分
を
一
人
で
見
ま
し
た
が
、

大
変
だ
と
い
う
気
持
ち
よ
り
、
充
実
感
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
。

・
も
ち
ろ
ん
中
に
は
、
い
い
加
減
な
こ
と
を
書
い
た
り
、
字
が
異
常
に
汚
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
生
徒
を

知
る
と
い
う
意
味
で
は
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。

・
面
白
い
書
き
方
が
で
き
る
生
徒
が
い
る
。

・
ご
く
ま
れ
に
、
興
味
深
い
感
想
を
書
い
て
く
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、「
や
っ
つ
け
仕
事
」
に
な
っ
て
い
る
生
徒
も
多
い

で
す
。

※
私
自
身
は
読
書
感
想
文
を
宿
題
と
し
て
課
す
こ
と
に
は
反
対
だ
が
、
そ
れ
で
も
「
書
か
さ
れ
た
」
生
徒
の
身
に
な
っ

て
考
へ
る
な
ら
、
肯
定
的
な
回
答
が
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
に
は
安
堵
す
る
。
し
か
し
、「
提
出
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
が
空
疎
な
も
の
が
多
か
っ
た
」
は
、
私
が
当
初
予
想
し
た
と
ほ
り
、
半
数
を
超
え
て
ゐ
る
。

一
部
の
生
徒
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
場
で
あ
っ
て
も
、
大
半
の
生
徒
が
「
た
だ
や
ら
さ
れ
る
だ
け
」
に
な

る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
律
に
強
制
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
是
非
と
も
熟
考
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
補
足
意
見
を
拝
見
し
、
す
ば
ら
し
い
作
品
に
出
会
へ
た
時
の
喜
び
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
に
賛
成
す
る
。

●
５
～
８
（
ま
た
は
「
そ
の
他
」）
を
選
ん
だ
理
由
（
二
十
件
の
回
答
）

読
書
感
想
文
（
ま
た
は
コ
ン
ク
ー
ル
）
に
は
賛
同
で
き
る
が
、
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
。

９
件
（

％
）

(イ)

48

自
主
的
に
作
品
を
提
出
し
た
生
徒
に
、
観
点
別
評
価
に
お
い
て
高
評
価
を
与
え
た
い
か
ら
。

０
件
（

％
）

(ロ)

0

読
書
感
想
文
を
書
か
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
別
の
課
題
に
取
り
組
ま
せ
た
い
か
ら
。

２
件
（

％
）

(ハ)

11

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
在
り
方
に
賛
同
で
き
な
い
か
ら
。（
対
応
す
る
余
裕
が
な
い
か
ら
）

４
件
（

％
）

(ニ)

21



(

そ
の
他)

・
指
導
す
る
た
め
の
時
間
が
と
れ
な
い

各
１
件

(ホ)

・
国
語
科
と
相
談
し
宿
題
に
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
か
ら
。

・
読
書
ノ
ー
ト
を
夏
季
休
業
中
の
課
題
と
し
て
お
り
、
重
複
を
避
け
る
た
め
。

・
本
校
で
は
読
書
ノ
ー
ト
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
感
想
文
は
告
知
の
み
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
課
題

図
書
と
い
う
良
書
（
恐
ら
く
）
を
紹
介
す
る
こ
と
で
有
意
義
な
読
書
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
ま
す
。

・
無
回
答

※
「

読
書
感
想
文
（
ま
た
は
コ
ン
ク
ー
ル
）
に
は
賛
同
で
き
る
が
、
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
」
が
半
数
に
迫

(イ)
っ
て
ゐ
る
。「
生
徒
に
強
制
す
る
こ
と
」
を
問
題
視
さ
れ
る
先
生
も
多
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「

読
書
感

(ニ)

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
在
り
方
に
賛
同
で
き
な
い
か
ら
。（
対
応
す
る
余
裕
が
な
い
か
ら
）」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
が
、
教
員
に
業
務
外
の
負
担
を
強
ひ
る
こ
と
に
な
る
と
い
ふ
問
題
点
（
私
は
こ
れ
を
最
も
問
題
だ
と
考
へ
て

ゐ
る
）
と
関
連
付
け
て
考
へ
た
い
。
読
書
ノ
ー
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

◎
補
足
意
見
（
二

全
般
に
つ
い
て

自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
コ
ン
ク
ー
ル
に
消
極
的
な
部
長
さ
ん
の
年
に
大
き
な
変
更
を
す
る
の
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
問
ひ
の
補
足
と
し
て
は
い
さ
さ
か
唐
突
で
あ
る
。
私
は
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会
の
総
務
部
長
と
し
て
、「
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集
に
当
た
っ
て
は
強
制
に
な
ら
な
い
や
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
は
述
べ
て
ゐ
る
が
、

意
識
調
査
を
行
ふ
こ
と
を
以
て
、「
コ
ン
ク
ー
ル
に
消
極
的
」
で
「
大
き
な
変
更
」
を
企
ん
で
ゐ
る
と
判
断
さ
れ
る
の

に
は
飛
躍
が
あ
る
。
他
の
回
答
か
ら
推
測
す
る
に
、
こ
の
方
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
強
い
思
ひ
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
年
配
の
先
生
と
お
見
受
け
す
る
。（
そ
の
こ
と
自
体
に
は
深
い
敬
意
を
表
す
る
）
コ
ン
ク
ー
ル
に
長
年

取
り
組
ま
れ
た
先
生
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
に
疑
義
を
差
し
挟
む
こ
と
自
体
が
禁
忌
な
の
だ
ら
う
。

・
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
山
口
県
は
こ
こ
２
、
３
０
年
で
５
回
以
上
は
全
国
１
位
、
２
位
の
成
績
を
収
め
た
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
作
品
応
募
が
読
書
の
強
制
に
な
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
と
い
う

よ
り
こ
こ
で
強
制
さ
れ
て
読
書
ぎ
ら
い
に
な
る
生
徒
は
、
強
制
さ
れ
な
け
れ
ば
高
校
３
年
間
に
一
度
も
本
を
き
ち
ん

と
読
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
そ
ち
ら
が
心
配
に
な
り
ま
す
。
た
だ
読
む
の
と
感
想
文
を
書
く
た
め
の
読
書
は
質
が

違
い
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て
は
難
し
い
と
い
う
ご
意
見
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
現
行
の
形

を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

※
「
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
作
品
応
募
が
読
書
の
強
制
に
な
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
や
う
な
主
張
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

学
習
指
導
と
は
、
何
ら
か
の
「
読
書
の
強
制
」
を
伴
ふ
も
の
な
の
だ
か
ら
、
読
書
を
「
強
制
」
す
る
な
と
は
誰
も
言

っ
て
ゐ
な
い
は
ず
だ
。「
読
書
を
強
制
（
勧
奨
）」
す
る
こ
と
と
、「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
強
制
す
る

こ
と
」
は
全
く
別
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
末
尾
に
「
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
誰
か
に

対
し
て
、「
業
務
外
の
負
担
を
引
き
受
け
続
け
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
ゐ
る
の
と
同
義
で
あ
る
。

・
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
や
り
が
い
は
あ
る
。

※
さ
う
思
は
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ら
う
け
れ
ど
、
輪
番
制
に
よ
っ
て
さ
う
は
思
は
な
い
方
に
も
引
き
受
け
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
を
何
と
か
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ら
う
。

・
以
前
は
「
１
年
生
は
夏
季
休
業
課
題
と
し
て
全
員
強
制
」
で
し
た
が
、
昨
年
度
（R

3

年
度
）
か
ら
、「
選
択
し
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
題
の
一
つ
」
と
し
ま
し
た
。「
読
書
感
想
文
を
含
む
い
く
つ
か
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
か
ら
、

一
つ
を
選
択
し
提
出
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
読
書
ノ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
内
容
が
重
な
る
た
め
、
読
書
感
想
文
は
行
っ
て
い
な
い
。

・
今
後
、
読
書
ノ
ー
ト
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
夏
休
み
の
課
題
が
読
書
感
想
文
へ
シ
フ
ト
し
て
い
き
そ
う
で
す
。

※
「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
、
令
和
五
年
度
ま
で
山
口
県
学
校
図
書
館
協
議
会
で
作
成
し
、
各
校
に
頒
布
し
て
ゐ
た
が
、
作



成
や
頒
布
を
担
当
す
る
教
員
の
負
担
の
大
き
さ
と
、
会
計
処
理
の
困
難
さ
か
ら
、
廃
止
さ
れ
た
。
読
書
歴
の
記
録
と

し
て
、
読
ん
だ
本
の
内
容
や
所
感
を
一
頁
に
ま
と
め
る
読
書
ノ
ー
ト
と
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
前
提
に
し
て
原

稿
用
紙
五
枚
に
ま
と
め
る
読
書
感
想
文
は
、
性
質
が
異
な
る
。
読
書
ノ
ー
ト
が
無
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
強
制
す
れ
ば
い
い
と
安
易
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

三

担
当
す
る
生
徒
の
作
品
を
読
ん
だ
り
、
添
削
や
評
価
し
た
り
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
負
担
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

教
育
活
動
と
し
て
有
意
義
な
仕
事
で
あ
り
、
苦
痛
は
感
じ
な
い
。

６
件
（

％
）

13

２

負
担
感
は
あ
る
が
、
教
育
活
動
と
し
て
有
意
義
な
仕
事
で
あ
る
。

件
（

％
）

13

30

３

苦
痛
と
ま
で
は
思
わ
な
い
が
、
特
別
に
意
義
が
あ
る
仕
事
だ
と
は
思
わ
な
い
。

件
（

％
）

12

27

４

そ
れ
ほ
ど
有
意
義
な
仕
事
だ
と
は
思
え
ず
、
苦
痛
で
あ
る
。

件
（

％
）

10

23

５

読
書
感
想
文
関
連
の
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
。

３
件
（

％
）

7

※
意
義
を
見
出
せ
る
か
ど
う
か
は
ほ
ぼ
半
々
と
い
ふ
こ
と
か
。
た
だ
、
回

答
を
年
齢
別
に
分
け
て
み
る
と
（
グ
ラ
フ
参
照
）、
二
十
代
～
三
十
代
の

先
生
は
、「
意
義
を
感
じ
な
い
」
が
八
割
を
占
め
て
を
り
、（
四
十
代
以

上
は
四
割
弱
）
意
義
を
感
じ
る
か
ど
う
か
は
、
年
齢
層
に
よ
っ
て
逆
転

し
て
ゐ
る
。
年
長
の
先
生
が
、
御
自
身
は
「
有
意
義
な
仕
事
」
と
思
は

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
若
手
教
員
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い

や
う
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

◎
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
長
い
休
み
明
け
の
時
間
が
あ
る
と
き
に
作
業
を
す
る
の
で
ほ
ぼ
負
担
感

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
読
む
こ
と
自
体
は
そ
こ
ま
で
負
担
に
は
感
じ
て
い
な
い
が
、
生
徒
の
盗

用
に
教
員
側
が
気
づ
け
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど
、
疑
問
や
怖
さ
を

感
じ
る
。

・
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
ま
で
に
時
間
を
考
え
る
と
（
夏
休
み
の
宿
題
に
し
た

場
合
）
き
つ
い
の
は
確
か
で
す
が
、
負
担
と
思
わ
ず
、
生
徒
を
知
る
チ

ャ
ン
ス
と
い
う
意
識
で
読
め
ば
負
担
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
本
校
は
、
夏
季
休
業
課
題
と
し
て
読
書
感
想
文
を
課
し
て
い
る
た
め
、
生
徒
が
提
出
し
て
か
ら
、
校
内
審
査
を
し
て

地
区
審
査
へ
提
出
す
る
ま
で
の
時
間
が
短
く
、
し
っ
か
り
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

・
生
徒
の
作
品
を
読
む
こ
と
自
体
に
は
、
生
徒
の
表
現
力
、
内
面
を
把
握
で
き
る
な
ど
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
負
担
感

は
大
き
い
。

※
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と
い
ふ
こ
と
か
。
た
だ
し
、
他
の
教
員
に
対
す
る
「
精
神
論
」
の
押
し
つ
け
は
避
け
た
い
。

四

読
書
感
想
文
を
募
集
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
や
題
材
の
選
び
方
、
感
想
の
書
き

方
等
を
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。（

件
）

43

１

授
業
の
中
で
時
間
を
取
っ
て
全
員
に
指
導
す
る
。

６
件
（

％
）

14

２

希
望
者
を
集
め
て
指
導
す
る
。

０
件
（

％
）

0

３

特
に
指
導
は
し
て
い
な
い
。（
質
問
が
あ
れ
ば
指
導
す
る
）

件
（

％
）

37

86

7%
15%13%

46%
53%

15%

27%
23%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

負担感の有無（左20～30代、右40代以上）

教育活動として有意義な仕事であり、苦痛は感じない。

負担感はあるが、教育活動として有意義な仕事である。

苦痛とまでは思わないが、特別に意義がある仕事だとは思わない。

それほど有意義な仕事だとは思えず、苦痛である。



◎
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
進
路
に
か
か
わ
る
文
章
を
書
く
練
習
に
も
な
る
の
で
、
全
体
指
導
で
丁
寧
に
選
書
や
記
入
の
仕
方
を
説
明
し
て
い
る
。

・
感
想
文
自
体
を
評
価
す
る
こ
と
に
も
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
の
指
導
も
難
し
い
。

・
教
員
・
生
徒
と
も
に
「
時
間
が
な
い
」
の
一
言
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

・
読
書
感
想
文
に
つ
い
て
は
課
題
図
書
の
紹
介
、
他
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
応
募
の
案
内
な
ど
、
図
書
だ
よ
り
で
は

微
力
で
は
あ
る
が
編
集
し
て
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
全
く
指
導
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
選
ぶ
選

択
肢
が
な
か
っ
た
。

※
宿
題
に
す
る
の
な
ら
、
事
前
指
導
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。「
夏
休
み
の
課
題
一
覧
」
に
読
書
感
想
文
を
掲
載

し
、
提
出
し
な
い
者
に
は
減
点
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
与
へ
る
と
い
ふ
や
り
方
は
、
不
正
の
温
床
と
な
る
と
い
ふ
意

味
で
も
、
今
後
許
容
さ
れ
な
く
な
る
だ
ら
う
。（
「
提
言
書
」
参
照
）「
事
前
指
導
が
負
担
」
と
か
「
指
導
す
る
時
間
が

な
い
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
読
書
感
想
文
を
宿
題
と
す
る
こ
と
自
体
を
再
考
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
か
？

五

《
「
夏
休
み
の
読
書
感
想
文
」
が
読
書
嫌
い
を
加
速
し
て
い
る
》
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

１

そ
の
通
り
だ
。

２
件
（

％
）

5

２

そ
う
い
う
面
も
あ
る
。

件
（

％
）

22

50

３

当
た
ら
な
い
。

件
（

％
）

20

46

※
ネ
ッ
ト
上
で
し
ば
し
ば
話
題
に
な
る
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。
肯
定
・
否
定
は
ほ
ぼ
半
数
で
あ
る
。

◎
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
は
負
担
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
読
書
感
想
文
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
過
剰
な
指
導
を

行
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
で
読
書
嫌
い
が
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
適
切
な
指
導
や

評
価
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
逆
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
も
、
表
現
の
機
会
を
増
や
し
、

書
く
こ
と
に
つ
い
て
の
指
導
も
で
き
る
だ
け
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
こ
の
御
意
見
に
は
私
も
同
意
す
る
。
問
題
は
、
教
員
に
業
務
外
の
負
担
を
強
ひ
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
所
与
の
も
の
と
し

て
、
一
律
に
宿
題
に
し
て
書
か
せ
て
当
然
と
い
ふ
風
潮
が
ま
だ
残
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

・
教
育
課
程
の
改
編
で
ま
す
ま
す
小
説
に
触
れ
る
機
会
が
減
る
中
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
何
が
何
で
も
や
ら
な

き
ゃ
、
と
思
い
ま
す
。

※
御
自
身
の
教
育
活
動
と
し
て
「
何
が
何
で
も
や
ら
な
き
ゃ
」
と
思
は
れ
る
の
は
い
い
け
れ
ど
、
審
査
や
運
営
は
誰
が

「
や
る
」
の
か
？

と
い
ふ
こ
と
も
考
へ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

・
感
想
文
を
書
か
さ
れ
る
こ
と
で
読
書
嫌
い
に
な
る
の
で
は
な
く
、
読
書
嫌
い
だ
か
ら
感
想
文
を
書
く
の
が
嫌
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

※
自
分
が
「
読
書
嫌
ひ
」
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
が
「
読
書
感
想
文
」
を
「
書
か
さ
れ
る
」
の
は
「
嫌
」
だ
な
…

・
読
書
感
想
文
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
強
制
さ
れ
た
ら
嫌
い
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

※
全
く
そ
の
と
ほ
り
！

六

読
書
感
想
文
に
取
り
組
む
こ
と
（
ま
た
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
こ
と
）
に
は
、
他
の
学
習
活
動

と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。（
複
数
回
答
可
）



１

読
書
に
親
し
む
生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
。

件
19

２

読
解
力
が
向
上
す
る
。

７
件

３

内
省
の
機
会
と
な
る
。

件
15

４

教
養
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

件
14

５

主
体
的
に
考
え
る
力
が
向
上
す
る
。

件
10

６

文
章
表
現
力
が
向
上
す
る
。

件
17

７

問
題
解
決
能
力
が
向
上
す
る
。

３
件

８

感
性
が
豊
か
に
な
る
。

件
13

９

困
難
に
打
ち
勝
つ
力
が
つ
く
。

２
件

権
威
の
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
と
い
う
目
に
見
え
る
成
果
が
得
ら

10

れ
る
。

７
件

生
徒
の
読
書
の
傾
向
や
、
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

件

11

17

特
別
な
利
点
は
な
い
。

４
件

12◎
「
そ
の
他
」
及
び
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
本
を
読
む
機
会
が
少
し
で
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

・
私
見
で
は
あ
る
が
、
近
年
の
高
校
生
に
と
っ
て
文
字
と
は
「
横
書
き
」
か

つ
「
打
つ
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

殊
に
高
校
卒
業
後
は
文
字
を
書
く
機
会
は
殆
ど
失
わ
れ
て
久
し
く
、
文
字
の
意
味
や
成
り
立
ち
に
向
き
合
う
こ
と
は

な
い
。「
縦
書
き
」「
手
書
き
」
で
日
本
語
を
長
文
で
「
書
く
」
最
後
の
機
会
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
高
校
の
学
習
活

動
に
お
い
て
、
読
書
感
想
文
は
取
り
組
む
価
値
を
有
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

・
賞
品
が
あ
れ
ば
よ
い
が
、
高
教
研
に
予
算
が
な
い
の
で
、
そ
の
時
の
気
分
で
は
あ
る
が
自
腹
で
副
賞
を
準
備
す
る
こ

と
が
あ
る
。

・
入
賞
す
れ
ば
励
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
時
代
、
一
度
く
ら
い
は
き
ち
ん
と
本
を
読
ん
で
感
想
文
を
書
く
機
会

を
与
え
る
こ
と
は
有
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ピ
ペ
の
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
稿
用
紙
に
文
字
を
書
く
こ
と

は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

・
小
学
校
・
中
学
校
で
経
験
し
て
き
た
課
題
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
あ
り
、
得
意
な
生
徒
が
自
信
を
も
っ
て
臨
め
る
課
題

・
コ
ン
ク
ー
ル
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

※
私
も
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
そ
の
も
の
の
意
義
を
否
定
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
利
点
」
と
し
て
思
ひ
つ

く
も
の
を
選
択
肢
に
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
る
し
、
私
自
身
も
そ
の
い
く
つ
か
を
選
択
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
、

補
足
意
見
に
「
縦
書
き
」「
手
書
き
」
の
価
値
に
言
及
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
同
意
で
き
る
部
分
は
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
「
利
点
」
の
多
く
は
、
平
素
の
学
習
活
動
で
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク

ー
ル
」
と
い
ふ
一
団
体
の
行
事
参
加
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。「
読
書
感
想
文
の
利
点
」
と
「
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
『
動
員
』」
は
分
け
て
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。

七

現
行
の
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
不
満
や
困
難
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
次
の
中
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
可
）

１

生
徒
に
強
制
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。（
「
生
徒
の
負
担
に
な
る
」
を
含
む
）

件
16

２

本
を
味
読
し
た
結
果
で
は
な
く
、
体
験
や
道
徳
的
内
容
を
評
価
す
る
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

８
件

３

提
出
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
、
盗
用
や
使
い
回
し
も
横
行
し
、
学
習
活
動
と
し
て
有
効
で
は
な
い
。

件
21

４

原
稿
用
紙
５
枚
と
い
う
分
量
が
多
す
ぎ
る
。

８
件



５

原
稿
用
紙
５
枚
で
は
少
な
す
ぎ
る
。

０
件

６

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

７
件

７

題
材
を
紙
の
書
籍
に
限
定
し
て
い
る
。（
電
子
書
籍
は
対
象
外
）

６
件

８

課
題
図
書
が
適
切
で
は
な
い
。（
「
つ
ま
ら
な
い
」「
選
び
方
に
疑
問
が
あ
る
」
を
含
む
）

４
件

９

生
徒
の
「
感
想
」
を
評
価
す
る
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。

９
件

担
当
す
る
生
徒
の
作
品
を
入
賞
さ
せ
る
こ
と
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
。

５
件

10

担
当
す
る
生
徒
の
作
品
を
読
む
こ
と
や
、
添
削
や
評
価
を
す
る
の
が
負
担
で
あ
る
。

件

11

17

輪
番
が
来
た
ら
審
査
員
を
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
負
担
で
あ
る
。

件

12

10

特
に
問
題
は
感
じ
て
い
な
い
。

件

13

10

◎
「
そ
の
他
」
及
び
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
盗
用
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
苦
慮
し
て
い
る
が
、
学
習
活
動
と
し
て

有
効
で
な
い
か
ど
う
か
は
別
の
観
点
で
あ
る
た
め
、
選
択
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

※
確
か
に
、
全
員
が
盗
用
し
て
ゐ
る
訳
で
は
な
い
か
ら
学
習
活
動
と
し
て
有

効
で
な
い
と
は
い
へ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
反
論
は
成
立
す
る
。
た

だ
、
盗
用
で
は
な
い
か
？

本
当
に
読
ん
だ
の
か
？

な
ど
と
疑
ひ
な
が

ら
生
徒
の
作
品
を
読
む
の
は
、
私
に
は
多
大
な
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
。（
盗

用
を
見
逃
し
て
評
価
し
て
し
ま
ふ
と
し
た
ら
、
国
語
教
員
は
ピ
エ
ロ
を
演

じ
る
こ
と
に
な
る
）

・
コ
ン
ク
ー
ル
で
生
徒
の
言
葉
を
介
し
て
「
読
書
」
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
は
、
大
き
な
喜
び
で
す
。

※
そ
れ
は
皆
さ
ん
「
百
も
承
知
」
で
せ
う
…
「
不
満
や
困
難
」
を
選
択
肢
と

し
て
列
挙
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
腹
に
据
ゑ
か
ね
る
と
い
ふ
向
き
も
や
は
り

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
ふ
こ
と
か
。

・
現
在
の
（
従
来
の
）
形
式
を
守
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い
て
、
目
的
や

効
果
を
考
え
て
行
わ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
時
間
も
な

い
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

※
問
題
は
ま
さ
に
そ
こ
！

現
状
を
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
多
忙
に
紛
れ
て
改
善
は
先
送
り
さ
れ
て
い
く
…
…

「
当
番
に
な
っ
た
年
だ
け
こ
ら
へ
り
ゃ
、
あ
と
数
年
は
や
ら
な
く
て
済
む
…
…
取
り
あ
へ
ず
現
状
維
持
が
一
番
楽
」

と
い
ふ
こ
と
で
結
局
何
も
変
は
ら
な
い
ま
ま
次
期
当
番
に
引
き
継
い
で
し
ま
ふ
。
私
も
総
務
部
長
と
し
て
、
さ
う
な

り
つ
つ
あ
る
の
が
申
し
訳
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
調
査
を
と
ほ
し
て
問
題
提
起
だ
け
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

※
「
特
に
問
題
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
回
答
が
一
定
数
あ
っ
た
こ
と
は
素
直
に
受
け
止
め
た
い
。
た
だ
、「
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
・
運
営
に
係
る
負
担
を
踏
ま
へ
ら
れ
て
の
御
回
答
な
の
だ
ら
う
か
？

も
ち
ろ
ん
、「
私

な
ら
喜
ん
で
引
き
受
け
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
先
生
も
お
あ
り
だ
ら
う
と
は
思
ふ
が
、
や
は
り
「
読
書
感
想
文
そ
の
も

の
の
問
題
」
と
、「
コ
ン
ク
ー
ル
の
問
題
」
は
分
け
て
お
聞
き
し
た
方
が
よ
か
っ
た
の
か
な
…
と
反
省
し
て
ゐ
る
。

八

県
や
地
区
の
審
査
に
、
輪
番
の
審
査
員
や
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会
の
役
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

あ
る

件
（

％
）

31

70

２

な
い

件
（

％
）

13

30



●
県
や
地
区
の
審
査
を
担
当
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。（

件
）

31

と
て
も
有
意
義
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
関
わ
り
た
い
。

５
件
（

％
）

(イ)

16

負
担
は
感
じ
る
が
、
有
意
義
な
仕
事
な
の
で
、
輪
番
が
回
っ
た
ら
引
き
受
け
る
。

件
（

％
）

(ロ)

13

42

苦
痛
で
は
な
い
が
、
特
に
意
義
を
感
じ
る
こ
と
も
な
い
。

５
件
（

％
）

(ハ)

16

苦
痛
で
あ
っ
た
。
で
き
れ
ば
も
う
や
り
た
く
な
い
。

７
件
（

％
）

(ニ)

23

（
そ
の
他
）
主
観
的
な
良
い
悪
い
を
言
い
に
く
い
。

１
件
（

％
）

3

◎
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
負
担
感
は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
国
語
の
教
員
は
、
生
徒
の
作
品
を
読
ん
で
評
価
す
る
こ
と
を
無
駄

だ
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

・
年
に
一
度
の
こ
と
で
す
。
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
審
査
を
す
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
審
査
会
を
運
営
す
る
学
校
の
負
担
が
大

き
い
と
感
じ
ま
す
。

※
審
査
を
経
験
さ
れ
た
先
生
の
半
数
以
上
が
「
有
意
義
」（

）
と
回
答
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か

(イ)
(ロ)

し
、
三
十
代
以
下
の
先
生
方
の
内
訳
を
見
る
と
、「
有
意
義
」（

）
は
、
九
人
中
三
人
に
留

(イ)
(ロ)

ま
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
、「
も
う
や
り
た
く
な
い
」
も
、
九
人
中
三
人
で
あ
っ
た
。

更
に
、
審
査
員
の
経
験
が
「
な
い
」
十
三
名
に
「
審
査
員
を
経
験
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
ま
す

か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
員
が
「
思
わ
な
い
」
で
あ
っ
た
。

「
ま
う
や
り
た
く
な
い
」「
し
た
い
と
は
思
は
な
い
」
と
考
へ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
に
、「
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
」
と
い
ふ
業
務
外
の
負
担
を
無
理
に
強
ひ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
輪
番
制
で
運
営
す
る
こ
と
に
、
大
い
に

疑
問
を
感
じ
る
。

九

「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
ま
た
は
「
可

能
で
あ
る
」・
「
負
担
が
少
な
い
」）
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

国
語
の
授
業
時
間
に
、
読
書
感
想
文
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
書
か
せ
る
。
３
件
（

％
）

7

２

読
書
感
想
文
を
、
国
語
科
の
宿
題
と
し
て
書
か
せ
る
。

件
（

％
）

10

23

３

コ
ン
ク
ー
ル
の
告
知
は
す
る
が
、
提
出
を
強
制
は
し
な
い
。

件
（

％
）

25

57

４

部
活
動
（
文
芸
部
な
ど
）
と
し
て
所
属
す
る
生
徒
に
取
り
組
ま
せ
る
。

１
件
（

％
）

2

５

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
参
加
し
な
い
。

３
件
（

％
）

7

（
そ
の
他
）
国
語
科
の
問
題
で
は
な
く
、
学
年
や
学
校
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
全
員
に
取
り

組
ま
せ
る
。

色
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
対
応
す
れ
ば
よ
い

※
「
二
」
で
紹
介
し
た
現
状
か
ら
、
数
年
の
内
に
移
行
し
て
い
く
姿
だ
と
思
は
れ
る
。「
告
知
は
す
る
が
強
制
は
し
な
い
」

が
半
数
を
超
え
、
強
制
の
度
合
ひ
は
低
く
な
っ
て
い
き
さ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
宿
題
と
し
て
の
在
り
方
も
、
事
前
指

導
や
事
後
指
導
も
な
し
に
た
だ
提
出
さ
せ
れ
ば
い
い
と
い
ふ
や
り
方
は
再
考
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
参
加
し
な
い
（
告
知
し
な
い
）
と
い
ふ
在
り
方
も
あ
っ
て
い
い
し
、
授
業
で
取
り
組
む
、
学

校
全
体
で
取
り
組
む
と
い
ふ
の
も
あ
っ
て
結
構
。
部
活
動
で
取
り
組
む
と
い
ふ
の
も
検
討
さ
れ
て
い
い
。
ま
た
、
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
か
ら
、
高
教
研
加
入
校
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
・
毎

日
新
聞
社
主
催
の
、「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
特
別
扱
ひ
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。

こ
の
や
う
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
ス
タ
ン
ス
が
多
様
化
し
、「
審
査
員
は
、
作
品
を
出
品
さ
れ
た
先
生
の
中
か
ら
選
出



す
る
」
と
い
ふ
や
う
な
申
し
合
は
せ
に
移
行
し
て
い
く
な
ら
、「
審
査
に
係
る
負
担
感
」
も
、
取
り
敢
へ
ず
は
軽
減
す

る
の
で
は
な
い
か
。

十
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
運
営
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
お
考
え
に

な
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

現
在
の
形
で
運
営
す
る
。

件
（

％
）

20

45

２

現
行
の
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
参
加
せ
ず
、
山
口
県
独
自
の
読
書
活
動
を
模
索
す
る
。
２
件
（

％
）

5

３

教
員
の
関
与
を
前
提
と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
は
な
く
し
て
い
く
。

件
（

％
）

20

46

（
そ
の
他
）
無
回
答
（
２
件
）

・
「
原
稿
用
紙
に
文
字
を
書
く
こ
と
に
困
難
を
感
じ
る
生
徒
の
た
め
に
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
を
許
容
す
る
。」
は
、
現
在
既
に
そ
の
や
う
に
運
用

さ
れ
て
ゐ
る
た
め
、「
現
在
の
形
で
運
営
す
る
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。

※
「
現
状
維
持
派
」
と
「
廃
止
派
」
が
同
数
と
い
ふ
大
変
興
味
深
い
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
年
代
別
に
見

て
み
る
と
、
三
十
代
以
下
と
四
十
代
以
上
と
で
、「
廃
止
派
」
と
「
現
状
維
持
派
」
の
割
合
が
逆
転
し
て
を
り
、
三
十

代
以
下
は
「
廃
止
派
」
が
六
割
を
超
え
て
ゐ
る
。
先
生
方
の
意
識
変
革
は
進
ん
で
ゐ
る
。「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
限
ら
ず
、
何
か
の
催
し
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
教
員
（
や
生
徒
）
を
安
易
に
「
動
員
」
す
れ
ば
い
い
と
い
ふ
発

想
は
も
は
や
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
に
よ
り
、
教
員
も
生
徒
も
、
手
に
入
れ
る
情
報
は
一
様
で
は
な
い
。「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
、「
夏
休
み
に
な
れ
ば
宿
題
と
し
て
出
さ
れ
て
当
然
」
と
い
ふ
時
代
は
と
っ
く
に
終
は
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
、

「
生
徒
の
作
文
添
削
は
《
自
発
的
行
為
》
で
あ
る
」
と
す
る
判
例
も
あ
り
、
あ
ま
つ
さ
へ
外
部
の
団
体
の
行
事
で
あ

る
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
」
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
完
全
に
任
意
の
は
ず
で
あ
る
。「
感
想
文
の
審

査
を
面
倒
く
さ
が
る
な
ん
て
教
師
と
し
て
失
格
だ
」
と
い
ふ
や
う
な
批
判
は
、
的
を
射
た
も
の
で
は
な
い
。

※
「
山
口
県
独
自
の
読
書
活
動
を
模
索
す
る
」
を
選
ば
れ
た
お
二
方
は
、
い
づ
れ
も
二
十
代
の
先
生
で
あ
る
。
現
状
の

打
破
を
希
求
す
る
若
い
先
生
の
気
概
に
強
い
共
感
を
覚
え
る
。「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
、
当
初
は
志
あ
る
先

生
方
に
よ
る
清
新
な
企
画
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
組
織
が
肥
大
化
し
、
長
年
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

２０～３０代
現在の形で運営する。 4 25%
教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。 10 63%
山口県独自の読書活動を模索する。 2 13%
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現在の形で運営する。

教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。

山口県独自の読書活動を模索する。

４０代以上
現在の形で運営する。 15 56%
教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。 10 37%
山口県独自の読書活動を模索する。 0 0%
無回答 2 7%
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教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。

山口県独自の読書活動を模索する。

無回答



続
け
る
こ
と
自
体
が
目
的
に
な
る
と
い
ふ
弊
害
を
生
じ
て
ゐ
る
。「
山
口
県
独
自
の
読
書
活
動
を
模
索
す
る
」
な
ら
、

有
志
教
員
に
よ
っ
て
、
生
徒
に
強
制
す
る
こ
と
な
く
、
単
発
的
に
試
行
で
き
る
や
う
な
ラ
イ
ト
な
催
し
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会
に
は
、
こ
の
や
う
な
活
動
を
後
押
し
し
て
い
け
る
や
う
な
部
会
で
あ
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

◎
補
足
意
見
（
自
由
記
述
）
※
原
文
マ
マ
引
用

・
読
書
ノ
ー
ト
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

・
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
全
国
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
作
品

を
新
聞
で
読
み
、
感
心
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
想
を
持
つ
生
徒
が
い
る
限
り
は
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

※
「
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」「
続
け
て
ほ
し
い
」
と
あ
る
が
、
審
査
や
運
営
に
関
す
る
業
務
外
の
負
担
を
「
誰
が
引
き

受
け
る
の
か
」
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

・
読
者
感
想
文
以
外
に
も
コ
ン
ク
ー
ル
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
全
体
と
し
て
強
制
す
る
の
に
は

違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

・
読
書
を
し
、
感
想
を
書
く
の
が
好
き
な
生
徒
・
得
意
な
生
徒
は
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
が
自
己
表
現
を
す

る
、
自
己
肯
定
感
を
え
る
「
き
っ
か
け
」
と
し
て
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
な
れ
ば
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
時
代

の
流
れ
と
し
て
、
教
員
の
負
担
感
を
少
し
で
も
軽
く
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。（
こ
れ
は
、
読
書
指
導
だ

け
に
限
り
ま
せ
ん
が
…
…
）

・
鉛
筆
を
握
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、
書
字
障
害
の
傾
向
を
も
っ
て
い
た
り
す
る
生
徒
な
ど
に
と
っ
て
、
原
稿
用
紙

に
手
書
き
す
る
形
式
の
読
書
感
想
文
は
取
り
組
む
こ
と
に
大
き
な
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど

内
容
に
優
れ
た
作
品
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
規
定
に
よ
り
正
し
く
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

生
徒
の
事
情
に
応
じ
た
配
慮
と
し
て
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
に
よ
る
読
書
感
想
文
の
評
価
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。
他
方
で
、
日
本
語
を
縦
書
き
か
つ
手
書
き
す
る
経
験
は
、
生
徒
に
と
っ
て
必
要
な
活
動
で
あ
る
。
特
別
な

事
情
が
な
い
生
徒
に
対
し
て
も
無
制
限
に
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
を
認
め
る
よ
う
な
、
安
易
な
変
更
は
し
な
い
方
が
よ
い
。

※
「
自
筆
で
の
応
募
が
難
し
い
場
合
」
理
由
書
を
添
へ
る
こ
と
を
条
件
に
、
ワ
ー
プ
ロ
使
用
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

念
の
た
め
補
足

※
入
試
小
論
文
や
、
志
望
理
由
書
、
記
述
試
験
の
論
述
問
題
に
対
応
さ
せ
る
た
め
に
も
、「
手
書
き
」
の
課
題
に
取
り
組

ま
せ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
前
提
と
し
た
読
書
感
想
文
は
、
特
定
の
テ
ー
マ

を
持
た
ず
、
し
か
も
二
〇
〇
〇
字
と
い
ふ
大
部
で
あ
る
。
読
書
感
想
文
を
書
く
た
め
に
生
徒
が
読
ん
だ
本
を
教
員
も

読
ん
で
ゐ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
全
員
の
作
品
を
添
削
し
、
指
導
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
文
章
力
の
指

導
と
い
ふ
こ
と
で
は
、
問
題
演
習
や
数
百
字
程
度
の
要
約
課
題
・
一
言
感
想
の
方
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か
。

（
私
自
身
は
、
書
を
愛
好
す
る
者
で
は
あ
る
が
、
手
書
き
で
考
え
を
ま
と
め
、
文
章
を
作
成
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
。「
手
書
き
」
と
は
、
自
動
車
や
電
車
が
存
在
す
る
現
代
に
お
け
る
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
や
う
な
も
の
か
…
）

十
一

他
に
読
書
感
想
文
や
読
書
指
導
に
つ
い
て
所
感
が
あ
り
ま
し
た
ら
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
読
書
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

・
コ
ン
ク
ー
ル
は
悪
い
こ
と
、
負
担
が
大
き
い
こ
と
と
い
う
心
証
を
与
え
る
よ
う
な
、
誘
導
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
と
お

も
い
ま
す
。

・
わ
か
り
や
す
い
映
像
で
何
も
か
も
説
明
さ
れ
る
時
代
に
、
活
字
を
読
み
、
頭
で
理
解
す
る
習
慣
を
な
ん
と
か
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
多
忙
化
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
国
語
（
じ
ゃ
な
く
て
も
）
教
員
が

生
徒
の
読
書
感
想
文
を
読
む
時
間
く
ら
い
融
通
し
て
も
ら
え
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



・
取
り
組
み
た
い
生
徒
が
い
る
の
だ
か
ら
、
挑
戦
す
る
機
会
は
必
要
と
思
う
。

・
読
書
感
想
文
を
書
か
せ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
読
書
指
導
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
生
徒
に
、
読
書
の
楽
し
さ
や
有
用
性
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

・
教
員
の
負
担
や
、
意
欲
的
で
な
い
生
徒
に
と
っ
て
の
意
義
が
不
明
確
と
い
う
点
は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
が
内
省
を
深

め
、
そ
れ
を
文
章
に
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
教
員
と
分
か
ち
合
い
推
敲
す
る
こ
と
も
他
に
変
え
ら
れ
な
い
有
意
義
な

教
育
活
動
で
あ
る
と
毎
年
、
実
感
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
卒
業
の
際
に
、
高
校
生
活
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
と
し

て
読
書
感
想
文
の
校
内
選
出
と
推
敲
を
挙
げ
る
生
徒
に
接
し
た
こ
と
も
あ
り
、
確
か
に
そ
の
後
に
文
章
力
の
向
上
や
、

読
書
の
質
の
向
上
な
ど
が
見
ら
れ
、
そ
の
生
徒
に
と
っ
て
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・
本
来
、
読
書
を
促
進
す
る
た
め
に
あ
る
読
書
感
想
文
が
、
か
え
っ
て
読
書
嫌
い
を
促
進
し
て
い
る
部
分
は
あ
る
。

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
①
読
書
に
興
味
を
持
つ
活
動
を
促
進
す
る

②
読
書
を
始
め
た
人
、
続
け
て
い
る
人
に
読
書
感

想
文
を
紹
介
す
る
（
強
制
は
し
な
い
）
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
行
い
、
生
徒
が
主
体
的
に
行
う
よ
う
促
す
必
要
が
あ
る
。

・
一
斉
に
課
す
と
、（
洞
察
力
や
思
考
力
に
優
れ
た
）
一
部
の
生
徒
の
益
に
す
る
た
め
に
、（
や
る
気
の
な
い
あ
る
い
は

分
か
ら
な
い
）
多
く
の
生
徒
を
犠
牲
に
し
て
い
る
よ
う
な
感
が
あ
る
こ
と
に
は
賛
同
し
ま
す
。
そ
う
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、「
一
冊
の
本
を
読
ん
で
論
理
的
な
文
章
を
書
く
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
言
語
活
動
の
一
環
と
し
て
、
国
語
の
授

業
で
指
導
で
き
る
教
材
と
ス
キ
ル
と
ゆ
と
り
が
欲
し
い
で
す
。

・
授
業
で
行
わ
れ
る
「
読
書
」
は
、
教
材
の
読
解
で
あ
り
、
趣
味
の
読
書
で
は
な
い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
読
む
能
力

を
高
め
る
こ
と
は
、
趣
味
と
し
て
の
読
書
に
お
い
て
も
本
の
中
に
新
た
な
気
づ
き
や
感
想
を
抱
く
端
緒
と
な
り
、
ま

っ
た
く
無
関
係
の
取
り
組
み
で
も
な
い
。
読
書
感
想
文
を
宿
題
と
し
て
課
す
こ
と
で
自
身
の
「
読
む
能
力
」
の
高
ま

り
に
生
徒
自
身
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
１
０
代
の
瑞
々
し
い

感
性
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
感
情
・
思
い
・
考
え
は
、
彼
ら
の
人
生
に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
「
言
葉
」
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
。
本
を
読
ん
で
「
つ
ま
ら
な
い
」「
好
き
だ
・
面
白
い
」
と

一
言
で
感
想
の
表
現
を
済
ま
せ
る
者
が
多
い
が
、
人
間
の
感
想
は
そ
の
よ
う
に
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
自
分
の
抱

く
感
情
・
思
い
・
考
え
に
向
き
合
い
、
ど
の
よ
う
な
名
前
を
つ
け
る
の
か
、
ど
ん
な
「
感
じ
」
だ
と
説
明
す
る
の
か
、

真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

読

書
感
想
文
に
関
わ
る
読
書
指
導
を
行
う
場
合
、
教
員
は
、
上
記
の
よ
う
な
活
動
を
生
徒
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
徒
は

ど
の
よ
う
な
表
現
を
す
る
と
良
い
の
か
、
あ
る
い
は
生
徒
の
書
い
た
こ
の
表
現
は
ど
の
よ
う
に
良
い
の
か
を
伝
え
、

生
徒
の
読
書
活
動
を
「
後
押
し
」
す
る
よ
う
な
関
わ
り
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
形

で
評
価
を
す
る
の
は
、
い
わ
ば
副
次
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
た
と
え
コ
ン
ク
ー
ル
が
な
く
と
も
読
書
感
想
文
は
生

徒
に
課
す
必
要
が
あ
り
、
教
員
は
そ
の
活
動
を
後
押
し
す
る
べ
き
で
あ
る
。

※
「
意
識
調
査
」
の
調
査
項
目
を
御
覧
に
な
っ
て
、
不
愉
快
な
思
ひ
を
さ
れ
た
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
や
う
で
あ
る
。

そ
の
点
は
申
し
訳
な
く
思
ふ
と
と
も
に
、
反
発
を
お
感
じ
に
な
り
な
が
ら
も
、
真
摯
に
御
回
答
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
満
腔
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
各
所
に
お
い
て
、
補
足
意
見
に
反
論
を
述
べ
た
り
、
現
状
へ
の
批
判

を
展
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
が
、
一
部
「
売
り
言
葉
に
買
ひ
言
葉
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
に

し
て
も
、
先
生
方
の
読
書
指
導
に
係
る
取
り
組
み
を
否
定
し
た
り
、
非
難
し
た
り
す
る
意
図
は
全
く
な
い
こ
と
を
御

理
解
の
上
、
失
礼
の
段
は
、
ど
う
か
お
許
し
願
ひ
た
い
。

※
調
査
結
果
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、「
国
語
の
先
生
の
本
音
」
を
可
視
化
し
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
在
り

方
に
一
石
を
投
じ
る
と
い
ふ
所
期
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。「
自
分
と
異
な
る
考
へ
は
、
で

き
る
だ
け
人
の
目
に
触
れ
な
い
や
う
に
し
て
お
き
た
い
」
と
い
ふ
考
へ
に
は
与
し
な
い
。
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

が
今
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
願
は
れ
る
方
に
は
、
快
い
問
題
提
起
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
、

こ
の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
怨
嗟
と
嘲
笑
の
的
に
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
久
し
い
。（
「
学
校
の
先
生
が
読
書

感
想
文
を
書
か
せ
る
の
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
ノ
ル
マ
を
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
だ
」
と
か
、「
利
権
が
絡
ん
で
ゐ
る



か
ら
や
め
さ
せ
て
も
ら
へ
な
い
の
だ
」
な
ど
、
び
っ
く
り
す
る
や
う
な
回
答
が
質
問
サ
イ
ト
に
寄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

を
一
再
な
ら
ず
見
た
こ
と
が
あ
る
）「
中
の
人
」
で
あ
る
吾
々
が
何
も
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を
し
て
「
お
花
畑
」
に
安
住
し

て
ゐ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

※
コ
ン
ク
ー
ル
の
存
続
を
願
は
れ
る
に
せ
よ
、
廃
止
を
望
ま
れ
る
に
せ
よ
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
望
ま
し
い
方
向
に
進
む
た

め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
、
御
自
身
の
お
考
へ
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
自
身
の
指
導
方

針
や
、
担
当
さ
れ
て
ゐ
る
業
務
量
に
照
ら
し
合
は
せ
て
、「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
り
込
む
余
地
が
な
い
の

な
ら
ば
、「
宿
題
に
は
し
ま
せ
ん
」「
審
査
員
は
引
き
受
け
ま
せ
ん
」
と
、
毅
然
と
し
て
断
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、「
受

け
持
ち
の
文
学
青
年
に
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
勧
め
て
み
た
い
」
と
か
、「
『
現
代
の
国
語
』
の
言
語
活
動
と
し
て
、
新

書
本
の
書
評
を
取
り
入
れ
て
を
り
、
生
徒
の
力
試
し
に
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
活
用
し
て
み
た
い
」
と
お
考
へ
に
な
る

な
ら
ば
、「
審
査
員
を
引
き
受
け
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
図
書
館
担
当
の
先
生
に
相
談
さ
れ
て
み
て
ほ
し
い
。（
私
も

そ
の
や
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
は
あ
る
）
そ
れ
で
も
応
募
す
る
生
徒
が
を
ら
ず
、
審
査
員
の
な
り
手
が
ゐ
な

け
れ
ば
、
需
要
が
な
い
訳
な
の
だ
か
ら
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
無
く
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
、

右
に
述
べ
た
や
う
な
形
で
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
お
考
へ
に
な
る
先
生
が
一
定
数
を
ら
れ
、

そ
の
先
生
方
に
よ
っ
て
主
体
的
に
運
営
さ
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
本
来
の
存
在
意
義
を
発
揮

で
き
る
だ
ら
う
。

以
上
、
調
査
結
果
を
御
報
告
し
、
論
考
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
本
当
に

あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
早
々
に
御
回
答
い
た
だ
き
な
が
ら
、
集
計
結
果
の
御
報
告
が
遅
く
な
り
ま
し
た

こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日



「青少年読書感想文全国コンクール」への対応に関する提言 

山口県高教研学校図書館部会 
前総務部長 吉野 潤（防府高校教諭） 

 
※ここでいう読書感想文とは、学校図書館協議会主催の「青少年読書感想文全国コンクール」への応募作品のこと
であり、本文は、先生方が授業等において指導される作文・小論文に対しての意見ではありません。 

 
昨年度来、当該コンクールに応募するために読書感想文の作成を宿題とすることの是非について問題提起をして

きたところである。今年２月から４月にかけ、県内の主として国語の先生方を対象に意識調査を実施し、４４名の
回答が得られた。宿題として課すことを是とする先生が１１人、自由応募（または応募しない）を良しとする先生
が２９名であった。また、コンクールの存続を訴える意見と、学習活動としての問題点や教員・生徒の負担を指摘
し、コンクールの廃止を求める意見は、ほぼ同数（存続２０、廃止２２）であった。このように考えが二分してい
る状況においては、コンクールを所与のものとし、宿題にして当然という発想は改める必要がある。当面は、一方
の考えを他方に押しつけることなく、各先生が御自身の学習指導計画の中で、賛同できる範囲で作品を募集される
かどうかを判断されたい。また、生徒に対しては、一律に作品提出を強制しないようにしていただきたいものであ
る。（調査結果は、後日ＹＳＬＡのＨＰに掲載するので参照いただきたい） 
 
令和５年７月４日に文部科学省から発出された「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガ

イドライン」で、読書感想文が名指しされ、次のような留意事項が挙げられている。（下線は引用者による） 

これによるならば、読書感想文は、不正防止を十分に指導し、評価基準を予め定めた上で書かせ、提出後も指導
を行うという手順を踏んで初めて「課題」として成り立つものである。生徒が不正をはたらくとしたら「宿題対
策」としてだろうと考えられる。先例があるからといって安易にコンクールへの応募を勧奨（または強制）するこ
とや、単に作品を提出したかどうかいうことを以て成績に加点や減点をすることは、不正を誘発する可能性がある
ことに留意しておく必要がある。（運営する側としても、不正対応に責任を持つことはできない） 
 
 多くの学校が参加する形で読書感想文コンクールを存続させるためには、「課題」として書かせて応募させると
いう前提を廃し、書きたいと思う生徒が自発的に応募するものとなるよう意識を変革していく必要がある。 
 
 また、文部科学省は、令和元年７月２４日に「コンクールやイベント等を実施する団体」に向けて「学校現場の
負担軽減に向けた協力依頼」を発出しており、「作品募集をする際の留意事項」として次の２点を依頼している。
（下線は引用者による） 

 作品を募集するということは、その学校の先生に、審査や取り纏め等の手を煩わせるということである。また、
コンクールの実施主体に向けて、文部科学省から既にこのような依頼もなされている。これらのことから、作品募
集（告知）を行うかどうかという判断は、トップ・ダウンで行われるものでなく、それぞれの学校において、直接
指導に当たる先生の同意を得た上で、主体的になされるものであるという点にも留意しておきたい。 

令和５年９月２９日  

長期休業中の課題等について（文章作成に関わるもの）（６頁） 
従前から行われてきたような形で、読書感想文や日記、レポート等を課題として課す場合、外部のコンクールへ

の応募などを推奨したり、課題として課したりする場合には、次のような留意事項が考えられる。 
 

① AIの利用を想定していないコンクールの作品やレポートなどについて、生成 AIによる生成物をそのまま自己
の成果物として応募・提出することは評価基準や応募規約によっては不適切又は不正な行為に当たること、活
動を通じた学びが得られず、自分のためにならないこと等について十分に指導する（保護者に対しても、生成
AIの不適切な使用が行われないよう周知し理解を得ることが必要）。 

② その上で、単にレポートなどの課題を出すのではなく、例えば、自分自身の経験を踏まえた記述になっている
か、レポートの前提となる学習活動を踏まえた記述となっているか、事実関係に誤りがないか等、レポートな
どを評価する際の視点を予め設定することも考えられる。 

③ 仮に提出された課題をその後の学習評価に反映させる場合は、例えば、クラス全体又はグループ単位等での口
頭発表の機会を設けるなど、まとめた内容が十分理解され、自分のものになっているか等を確認する活動を設
定する等の工夫も考えられる。 

１．周知方法について 
学校への子供・家庭向け周知等の依頼は厳に精選いただき、学校を経由しない方法（公共施設等での配布、インター
ネットや広報誌への掲載など）を活用いただくことを御検討ください。学校に依頼せざるを得ない場合も、学校への
依頼方法は教育委員会等の判断に、周知方法は各学校の判断にそれぞれ委ねていただくなど御配慮をお願いします。 
 
２．作品提出等の方法について 
作文・絵画コンクール等について、学校単位での応募や学校による審査や取りまとめを要件としない、また、学校経
由での子供への周知を求めないようにするなど御配慮をお願いします。 



 

あとがき 

山口県高等学校教育研究会学校図書館部会 総務部長 山﨑貴久 

 

本部会の諸活動にご理解いただきご指導ご鞭撻を賜りました関係者の皆様、

運営にご尽力いただきました役員の先生方、また、日々高校生の読書活動の充

実のために、学校図書館の運営に創意工夫を重ねていらっしゃる各校の先生方

に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

今年度より読書ノート事業を廃止したことに伴って部会の運営に関して多くの

変化がございました。輪番制となって４年経ち、今後も図書館活動の充実発展

に寄与していくためには、今一度新たな視点を持って持続可能な部会運営を目

指していく必要性があると感じております。変化には多くの時間と労力が伴い

ますが、今後も誠心誠意取り組んでまいりますので、どうぞお力をお貸しいた

だけますと幸いです。 

今後も変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館研究 第２９号 

高教研学校図書館部会 総務部 

〒747-0802 山口県防府市中央３－１ 
（山口県立防府商工高等学校内） 

担 当 :  山  﨑 

（yamasaki.takahisa.uj@m.ysn21.jp） 
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